




シンポジウム「薬剤施用法を考える」
開 催 要 領

1．日 時：平成 29年 9月 14日（木） 10：00～17：00

2．場 所：日本教育会館「一ツ橋ホール」
東京都千代田区一ツ橋 2-6-2 TEL 03（3230）2831

3．主 催：一般社団法人 日本植物防疫協会

4．趣 旨：我が国では，多様な栽培体系を背景とし，防除作業の効率化に資する様々
な薬剤施用法が実用化されているが，栽培体系の変化や機械化の進展によ
り，一部に混乱がみられる現状にある。また，大規模化や省力化の促進が
課題となる中，病害虫防除にあっても機械化体系への適合を考慮した一層
効率的・省力的な薬剤施用法がますます重要になってくると考えられる。
このため，本シンポジウムでは栽培管理作業の機械化の現状と展開方向を
踏まえ，今後の薬剤施用法について考える。

5．参集範囲：国及び都道府県の行政・試験研究機関・普及指導機関，独立行政法人，
大学，JA，農薬企業，防除機企業および関係団体（定員 800名）

6．参 加 費：無 料

7．プログラム
開 会（10：00）
⑴ 薬剤施用法をめぐる論点 一般社団法人 日本植物防疫協会 藤 田 俊 一 氏
⑵ 水稲の新しい移植法の展開

農研機構 農業技術革新工学研究センター 藤 岡 修 氏
─ 昼食休憩 ─

⑶ 水稲初期防除における新しい粒剤施用法
Meiji Seikaファルマ株式会社 寺 岡 豪 氏

⑷ 種子処理による省力的な薬剤施用法
バイエルクロップサイエンス株式会社 森 拓 馬 氏

─ 休 憩 ─
⑸ 畑作の耕起・畝成形機の現状と薬剤施用法

農研機構 中央農業研究センター 深 山 大 介 氏
⑹ 海外での薬剤施用法の現状と国内への適用における課題

シンジェンタ ジャパン株式会社 杉 井 信 次 氏
⑺ 総括質議
閉 会（17：00）
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散
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～
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搭
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ー
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４
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菜
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台
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検
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と
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剤
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ー
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〇

〇
〇

〇
直
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噴

頭
〇

〇
〇
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ト
動
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で

畦
は

ん
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散

布
鉄

砲
ノ
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〇
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〇
〇

〇
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〇
〇

〇
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布
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布
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〇
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〇
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〇
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〇
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Ｆ
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剤
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ア
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ル
等

）

育
苗

箱
施

用

区
分

方
法

器
具

5
6

7
8
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１
キ

ロ
粒

剤
の

開
発


製

剤
と

し
て

農
薬

登
録

す
る

必
要


均

一
散

布
で

き
る

動
力

散
布

機
の

開
度

調
整

／
粒

剤
の

規
格

（
大

き
さ

や
比

重
等

）
と

の
相

性

25
L/

10
a少

水
量

散
布

法
の

開
発


希

釈
倍

率
と

散
布

量
を

限
定

し
た

散
布

法
と

し
て

農
薬

登
録

す
る

必
要


水

田
内

で
所

定
量

の
均

一
散

布
を

確
保

す
る

た
め

の
散

布
装

置
の

規
格

播
種

時
同

時
処

理
法

の
開

発


箱

粒
剤

の
使

用
法

と
し

て
農

薬
登

録
す

る
必

要


は

種
・
覆

土
ラ

イ
ン

上
で

所
定

量
の

均
一

散
布

を
確

保
す

る
た

め
の

散
布

装
置

と
粒

剤
の

規
格

微
粒

剤
Ｆ

の
開

発


製
剤

と
し

て
農

薬
登

録
す

る
必

要


飛
散

を
低

減
し

う
る

製
剤

規
格


均

一
に

散
布

で
き

る
散

布
ホ

ー
ス

開
発

、
動

力
散

布
機

の
開

度
調

整

過
去

の
水

稲
施

用
法

開
発

過
程

で
生

じ
た

主
な

課
題

施
用

機
は

既
存

品
を

活
用

？
／

新
た

に
開

発
？

新
た

な
施

用
法

が
確

立
さ

れ
る

ま
で

（
水

稲
25

L/
10

a少
(水

)量
散

布
法

の
例

）

全
農


田

植
機

の
有

効
活

用
に

よ
る

乗
用

管
理

体
系

を


防

除
に

液
剤

を
活

用
＝

着
脱

式
の

ブ
ー

ム
ス

プ
レ

ー
ヤ

開
発


タ

ン
ク

容
量

制
限

に
見

合
う

効
率

的
な

散
布

法

生
研

機
構


多

目
的

に
使

え
る

次
世

代
型

の
ビ

ー
ク

ル
開

発


付

着
を

高
め

る
エ

ア
ア

シ
ス

ト
式

の
ブ

ー
ム

ス
プ

レ
ー

ヤ
開

発

農
機

メ
ー

カ
ー


水

田
・
畑

作
兼

用
の

防
除

専
用

機
を

開
発

各
機

種
共

通
の

高
濃

度
少

量
散

布
法

を
確

立
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

！

①
作

業
性

と
付

着
性

を
両

立
で

き
る

散
布

水
量
⇒

25
L/

10
aに

②
安

全
性

と
コ

ス
ト

低
減

を
考

慮
し

た
希

釈
倍

率
⇒

慣
行

の
約

3倍
に

（
投

下
量

は
約

２
割

減
）

③
車

輪
が

ス
リ

ッ
プ

し
や

す
い

水
田

内
で

い
か

に
均

一
に

散
布

す
る

か
⇒

速
度

連
動

式
の

散
布

装
置

で
あ

る
こ

と
を

要
件

に


登

録
剤

を
い

か
に

増
や

し
て

い
く
か


農

薬
登

録
の

た
め

の
試

験
を

い
か

に
効

率
的

に
行

う
か
⇒

小
面

積
の

試
験

区
に

使
え

る
散

布
器

具
を

開
発

【
農

薬
サ

イ
ド

の
課

題
】

多
く
の

関
係

者
と

の
意

見
調

整
・
集

約
が

必
要

！


施

用
法

は
新

た
な

営
農

形
態

に
応

え
て

い
く
た

め
の

核
心

技
術

で
あ

り
、

そ
の

整
理

・
検

討
が

重
要

課
題


最

近
に

お
け

る
施

用
法

関
連

の
ま

と
ま

っ
た

取
り

組
み

は
な

し


一

部
で

農
薬

メ
ー

カ
ー

主
導

の
製

剤
・
施

用
法

開
発

が
進

行


施
用

法
の

定
義

や
規

格
等

の
議

論
が

置
き

去
り


競

争
力

の
あ

る
農

業
へ

の
転

換
を

背
景

に
、

大
規

模
化

・
省

力
化

・
低

コ
ス

ト
化

の
取

り
組

み
が

各
方

面
で

展
開


病

害
虫

防
除

分
野

に
も

強
い

関
心

新
し

い
施

用
法

既
存

の
施

用
法

分
類

・
定

義
・

名
称

整
理

要
件

・
登

録
表

示
法

の
検

討
／

提
言

施
用

法
分

類
・

解
説

開
発

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

情
報

発
信

専
門

委
員

会


施

用
法

は
こ

れ
ま

で
も

協
会

の
取

り
組

み
テ

ー
マ


施

用
法

は
今

後
の

新
た

な
農

業
展

開
の

キ
ー

ワ
ー

ド
の

ひ
と

つ


省
力

化
は

生
産

費
低

減
に

有
効


周

囲
に

施
用

法
の

専
門

組
織

な
し

「
施

用
法

専
門

委
員

会
」

の
発

足
が

必
要

で
は

？
（

平
成

2
8

年
度

事
業

計
画

）

9
10

11
12
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１
．

既
存

の
農

薬
施

用
法

に
関

す
る

疑
問

点
等

そ
の

定
義

が
曖

昧
で

現
場

と
の

齟
齬

が
懸

念
さ

れ
る

（
実

際
に

齟
齬

が
生

じ
て

い
る

場
合

も
含

む
）
施

用
法

が
あ

れ
ば

、
該

当
す

る
施

用
法

（
又

は
ラ

ベ
ル

表
示

内
容

）
、

齟
齬

の
内

容
、

原
因

又
は

改
善

の
方

向
性

等
に

つ
い

て
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

情
報

提
供

下
さ

い
。

２
．

新
た

な
農

薬
施

用
法

に
関

す
る

要
望

等
実

用
化

段
階

に
あ

る
新

た
な

栽
培

法
や

農
業

機
械

に
マ

ッ
チ

し
た

農
薬

施
用

法
を

早

急
に

確
立

す
る

必
要

が
あ

る
時

は
、

そ
の

内
容

、
新

た
な

農
薬

施
用

法
が

具
備

す
べ

き
要

件
等

に
つ

い
て

で
き

る
だ

け
具

体
的

に
情

報
提

供
下

さ
い

。

３
．

そ
の

他
上

記
以

外
の

質
問

・
意

見
（
た

だ
し

農
薬

施
用

法
に

関
す

る
も

の
に

限
る

）
が

あ
れ

ば
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

情
報

提
供

下
さ

い
。

農
薬

施
用

法
に

関
す

る
情

報
提

供
の

お
願

い

論
点

整
理

の
た

め
、

植
物

防
疫

関
係

者
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

（
平

成
２

８
年

８
月

～
９

月
）

「
既

存
の

施
用

法
」

に
関

す
る

主
な

意
見

：
用

語
の

定
義

に
関

す
る

も
の

灌
注

処
理


散

布
と

の
区

別
が

曖
昧

で
両

者
の

混
在

も
疑

わ
れ

る


土
壌

灌
注

・
株

元
灌

注
と

い
っ

た
表

示
も

定
義

が
曖

昧


代
表

的
処

理
器

具
が

不
明

で
現

場
で

は
散

布
同

様
に

動
噴

の
使

用
も


作

物
に

か
か

り
す

ぎ
る

と
残

留
上

の
懸

念
あ

る
の

で
は

な
い

か


面
積

当
た

り
水

量
に

よ
っ

て
散

布
と

区
別

す
る

べ
き

で
は

全
体


そ

も
そ

も
各

処
理

法
を

具
体

的
に

解
説

（
定

義
づ

け
）
し

た
資

料
が

見
当

た
ら

ず
、

指
導

上
の

混
乱

も

粒
剤

の
土

壌
処

理
（
全

般
）


ラ

ベ
ル

に
は

様
々

な
用

語
／

同
義

の
も

の
も

混
在

し
不

統
一


各

処
理

法
の

具
体

的
な

解
説

（
定

義
づ

け
）
が

欲
し

い

作
条

処
理


定

義
が

曖
昧

で
播

溝
処

理
と

の
相

違
が

不
明


現

場
は

か
つ

て
の

作
条

処
理

か
ら

変
遷

し
多

様
化

し
て

お
り

、
畦

へ
の

施
用

法
を

再
整

理
し

、
播

溝
処

理
の

よ
う

な
具

体
的

な
用

語
に

換
え

て
い

く
べ

き


現
場

で
は

処
理

量
の

算
出

基
準

面
積

の
考

え
方

に
誤

解
も


全

面
処

理
も

再
整

理
が

必
要

土
壌

混
和


現

場
の

機
械

作
業

上
、

混
和

が
出

来
な

い
も

の
も


混

和
の

有
無

が
効

果
に

ど
の

程
度

関
係

す
る

の
か

「
既

存
の

施
用

法
」

に
関

す
る

主
な

意
見

：
処

理
量

に
関

す
る

も
の

水
稲

の
育

苗
箱

施
用


現

状
は

箱
当

た
り

50
gの

よ
う

に
規

定
/1

0ア
ー

ル
当

た
り

箱
数

を
20

枚
程

度
と

想
定


現

場
で

は
10

ア
ー

ル
当

た
り

箱
数

は
減

る
傾

向
に

あ
り

、
と

り
わ

け
疎

植
栽

培
で

は
薬

量
不

足
（
薬

効
低

下
や

抵
抗

性
助

長
）
の

懸
念


10

ア
ー

ル
当

た
り

薬
剤

投
下

量
へ

の
転

換
も

検
討

す
る

べ
き

で
は

セ
ル

ト
レ

イ
処

理


ペ
ー

パ
ー

ポ
ッ

ト
も

含
め

種
類

や
規

格
が

多
様

化
し

対
応

に
苦

慮


培

土
量

が
低

減
傾

向
に

あ
る

中
、

灌
注

処
理

で
必

要
な

薬
量

の
施

用
が

困
難


〇

株
当

た
り

の
施

用
量

と
し

て
規

定
す

る
方

法
を

検
討

す
る

べ
き

で
は

土
壌

処
理


栽

植
密

度
に

大
き

な
幅

が
あ

り
処

理
量

の
解

釈
や

設
定

が
悩

ま
し

い
慣

行
の

目
安

を
示

し
て

ほ
し

い


処

理
深

度
や

畦
の

盛
土

量
が

様
々

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

土
中

農
薬

濃
度

が
大

き
く
異

な
り

、
効

果
薬

害
に

懸
念

も


畦

面
で

土
壌

く
ん

蒸
剤

を
処

理
す

る
場

合
、

チ
ド

リ
状

の
注

入
処

理
が

出
来

な
い

畦
成

型
法

も
普

及
し

て
お

り
、

そ
れ

ら
に

見
合

う
施

用
法

・
処

理
量

が
必

要
か

「
新

た
な

施
用

法
」

に
関

す
る

主
な

意
見

水
稲

の
新

し
い

移
植

栽
培

法
へ

の
対

応


一

律
に

箱
当

た
り

50
gと

な
っ

て
い

る
箱

粒
剤

で
あ

る
が

、
密

苗
や

密
播

に
よ

る
移

植
栽

培
法

で
は

薬
量

不
足

も
懸

念
さ

れ
、

今
後

急
速

な
普

及
が

見
込

ま
れ

る
本

栽
培

法
に

適
応

す
る

施
用

法
の

確
立

が
急

務

灌
注

処
理

へ
の

対
応

等


大

型
施

設
内

で
の

自
動

灌
水

又
は

そ
れ

に
準

じ
た

効
率

的
・
省

力
的

な
薬

剤
灌

注
処

理
法

の
確

立
が

必
要

（
水

稲
育

苗
箱

）


苗

灌
注

は
非

効
率

的
な

た
め

、
現

場
で

は
セ

ル
ト

レ
イ

ご
と

薬
液

に
浸

漬
す

る
方

法
の

確
立

が
望

ま
れ

て
い

る
（
野

菜
等

）


灌

水
チ

ュ
ー

ブ
等

の
活

用
に

お
い

て
多

様
な

剤
型

に
対

応
可

能
な

（
目

詰
ま

り
等

を
生

じ
な

い
）
チ

ュ
ー

ブ
が

必
要


液

肥
混

入
器

に
よ

る
微

生
物

農
薬

等
の

土
壌

中
処

理
法

の
開

発

常
温

煙
霧

法


散
布

労
力

の
軽

減
が

急
務

と
な

る
中

、
省

力
無

人
散

布
法

と
し

て
期

待

ド
ロ

ー
ン

等


小
規

模
な

露
地

切
り

花
へ

の
ド

ロ
ー

ン
活

用


果
樹

等
の

棚
下

を
飛

行
さ

せ
上

向
き

に
薬

液
散

布
さ

せ
て

は


ラ
ジ

コ
ン

ボ
ー

ト
の

活
用

促
進

そ
の

他


畦
た

て
時

に
筋

状
に

液
剤

を
処

理
す

る
施

用
法

の
確

立


性
フ

ェ
ロ

モ
ン

資
材

の
空

中
か

ら
の

処
理

法


高
濃

度
少

量
散

布
法

の
拡

大


ぶ
ど

う
果

房
浸

漬
等

の
浸

漬
法

の
活

用
を

拡
大

13
14

15
16
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「
そ

の
他

」
の

意
見


ピ

ー
ト

モ
ス

や
ヤ

シ
殻

な
ど

様
々

な
人

工
培

土
を

用
い

た
栽

培
法

が
開

発
さ

れ
る

中
、

農
薬

の
土

壌
処

理
は

そ
れ

ら
を

用
い

た
場

合
の

デ
ー

タ
と

な
っ

て
お

ら
ず

指
導

上
の

懸
念

に


小
規

模
営

農
向

け
の

小
型

包
装

化
／

薬
液

調
製

省
力

化
の

た
め

の
水

和
剤

の
錠

剤
化


農

薬
を

含
浸

し
た

テ
ー

プ
や

ピ
ン

に
よ

る
簡

便
な

施
用

法
の

開
発


静

電
ノ

ズ
ル

の
問

題
点

の
有

無


新

た
な

農
機

・
施

用
技

術
が

で
き

た
際

、
農

薬
登

録
上

の
分

類
や

登
録

デ
ー

タ
要

求
を

早
期

に
明

確
化

す
る

仕
組

み
・
組

織
の

確
立


畦

た
て

の
前

／
後

／
同

時
に

処
理

？


畦
の

ど
こ

に
処

理
？

／
ど

の
よ

う
に

処
理

？


畦
の

形
状

は
？

／
幅

は
？

／
大

き
さ

は
？

／
処

理
量

の
計

算
は

？


混
和

は
可

能
？

／
被

覆
は

可
能

？

土
壌

施
用

法
は

煩
雑

で
分

か
り

に
く
い

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
分

か
っ

た
こ

と
･
･
･
･


農

薬
の

施
用

法
に

は
多

く
の

種
類

・
用

語
が

あ
る

一
方

、
そ

れ
ら

の
定

義
・
解

説
資

料
が

乏
し

く
、

現
場

の
指

導
者

は
混

乱


と

り
わ

け
土

壌
処

理
法

は
煩

雑
で

混
乱

を
招

い
て

お
り

、
栽

培
法

や
管

理
機

の
現

状
に

マ
ッ

チ
し

な
い

部
分

が
顕

在
化


煩

雑
と

な
っ

て
い

る
施

用
法

を
体

系
的

に
再

整
理

す
る

必
要

性
大


合

理
的

な
処

理
量

の
規

定
方

法
（
箱

当
た

り
、

株
当

た
り

、
10

ア
ー

ル
当

た
り

･･
･）

に
つ

い
て

も
検

討
が

必
要


水

稲
の

新
し

い
移

植
栽

培
法

に
対

応
し

た
施

用
法

を
早

急
に

確
立

す
る

必
要


省

力
化

・
効

率
化

に
資

す
る

施
用

法
の

ニ
ー

ズ
は

多
様


施

用
法

の
整

理
に

は
、

広
範

な
情

報
収

集
、

検
討

ス
キ

ー
ム

確
立

、
場

合
に

よ
っ

て
は

検
証

作
業

も
必

要


平

成
２

９
年

度
は

と
り

あ
え

ず
２

課
題

の
調

査
研

究
に

取
り

組
み

、
施

用
法

全
般

の
整

理
検

討
の

取
り

組
み

方
を

模
索


広

範
な

情
報

収
集

・
意

見
交

換
の

契
機

と
し

て
本

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
企

画

密
苗

･密
播

常
温

煙
霧

箱
粒

剤
（

現
行

登
録

：
苗

密
度

に
よ

ら
ず

5
0

g
/
箱

）
は

適
応

可
能

か
？


水

稲
の

育
苗

箱
へ

の
は

種
量

を
2

5
0

g
～

3
0

0
g
ま

で
増

や
し

育
苗


掻

き
取

り
量

を
減

ら
し

た
田

植
機

で
移

植
／

移
植

面
積

当
た

り
箱

数
を

低
減


今

後
急

速
な

普
及

が
見

込
ま

れ
る

移
植

当
日

（
1

日
前

）
処

理
と

は
種

同
時

処
理

に
つ

い
て

①
薬

効
②

稲
体

内
農

薬
量

を
調

査

1
0

月
に

検
討

会
（

公
開

）
を

開
催

し
ひ

ろ
く

情
報

交
換


施

設
の

省
力

・
無

人
防

除
法

と
し

て
ひ

ろ
く

普
及

し
た

が
、

農
取

法
改

正
以

降
忘

れ
ら

れ
た

存
在

に


天
敵

と
組

み
合

わ
せ

た
省

力
防

除
技

術
と

し
て

復
活

に
期

待
／

保
護

殺
菌

剤
の

適
用

拡
大

の
要

望

①
基

礎
調

査
：

効
果

的
な

散
布

水
量

・
ダ

ク
ト

拡
散

法
②

適
用

拡
大

試
験

（
き

ゅ
う

り
・

な
す

）

1
月

に
検

討
会

（
公

開
）

を
開

催
し

ひ
ろ

く
情

報
交

換

協
会

の
平

成
２

９
年

度
の

取
り

組
み

①
鉄

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

種
子

＋
薬

剤
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
は

種
本

田
防

除

②
は

種
時

土
中

処
理

＜
は

種
同

時
施

薬
機

＞

③
は

種
時

・
箱

処
理

＜
は

種
同

時
施

薬
機

＞

④
育

苗
期

・
箱

処
理

移
植

本
田

防
除

⑤
移

植
時

・
箱

処
理

＜
田

植
同

時
施

薬
機

＞

⑥
移

植
時

・
側

条
処

理
＜

側
条

施
薬

機
＞

太
枠

は
箱

粒
剤

と
関

係
す

る
施

用
法

①
専

用
の

フ
ロ

ア
ブ

ル
剤

が
登

録
取

得
（
処

理
時

期
：
鉄

コ
と

同
時

／
後

／
前

）

②
既

登
録

の
箱

粒
剤

が
適

用
拡

大
登

録
取

得

③
検

討
未

着
手

④
検

討
未

着
手

⑤
検

討
未

着
手

⑥
既

登
録

の
箱

粒
剤

が
検

討
開

始

殺
菌

殺
虫

剤
の

登
録

対
応

（
又

は
薬

効
試

験
着

手
）
状

況
（
H

2
9
.1

月
現

在
）

水
稲

の
新

し
い

大
規

模
栽

培
技

術
に

対
応

し
た

農
薬

施
用

法
の

検
討

状
況

本
田

防
除

直
播

（
湛

水
）

鉄
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
種

子

高
密

度
育

苗

本
田

防
除

本
田

防
除

本
田

防
除

移
植

育
苗

育
苗

通
常

の
育

苗
に

も
適

用
（
？

）

17
18

19
20
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現
行

登
録

の
薬

量
で

は
効

果
不

足
？

薬
量

を
増

や
し

て
登

録
し

た
ほ

う
が

良
い

？
箱

粒
剤

の
本

田
土

壌
施

用
法

の
ほ

う
が

良
い

？
箱

粒
剤

以
外

の
施

用
法

を
検

討
し

た
ほ

う
が

良
い

？

箱
粒

剤
の

育
苗

箱
施

用
VS

 高
密

度
育

苗
VS

 疎
植

栽
培

現
行

登
録

の
薬

量
で

も
十

分
な

効
果

？

育
苗

密
度

・
疎

植
の

程
度

、
標

的
病

害
虫

、
薬

剤
の

特
性

に
よ

っ
て

異
な

る
？

１
０

月
２

４
日

に
検

討
会

（
公

開
）
を

予
定

！

箱
粒

剤
は

重
要

な
基

幹
防

除
技

術

協
会

の
平

成
２

９
年

度
の

取
り

組
み

①

う
ど

ん
こ

病
灰

色
か

び
病

ア
ブ

ラ
ム

シ
類

ミ
ナ

ミ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
き

ゅ
う

り
メ

ロ
ン

い
ち

ご
野

菜
類

き
ゅ

う
り

ト
マ

ト
ミ

ニ
ト

マ
ト

ナ
ス

き
ゅ

う
り

ナ
ス

ピ
ー

マ
ン

イ
プ

ロ
ジ

オ
ン

水
和

剤
5L

5L
5L

イ
ミ

ノ
ク

タ
ジ

ン
ア

ル
ベ

シ
ル

酸
塩

水
和

剤
5L

キ
ノ

キ
サ

リ
ン

水
和

剤
5L

5L
チ

オ
フ

ァ
ネ

ー
ト

メ
チ

ル
水

和
剤

5L

バ
チ

ル
ス

・
ズ

ブ
チ

リ
ス

水
和

剤
10

L

プ
ロ

シ
ミ

ド
ン

水
和

剤
10

L
5L

ベ
ノ

ミ
ル

水
和

剤
5L

5L
メ

パ
ニ

ピ
リ

ム
水

和
剤

5L
イ

ミ
ダ

ク
ロ

プ
リ

ド
水

和
剤

5L
5L

ク
ロ

ル
フ

ェ
ナ

ピ
ル

水
和

剤
10

L
マ

ラ
ソ

ン
・
Ｂ

Ｐ
Ｍ

Ｃ
乳

剤
4L

野
菜

に
対

す
る

常
温

煙
霧

法
の

登
録

薬
剤

と
10

a当
た

り
散

布
水

量
（

20
16

.1
0月

現
在

）


高

濃
度

少
量

散
布

と
な

る
た

め
登

録
が

必
要


デ

ー
タ

取
得

の
試

験
が

大
変

で
コ

ス
ト

要
す

る

常
温

煙
霧

法
は

省
力

的
で

安
全

な
無

人
防

除
技

術

「
効

果
が

高
く
な

い
」
こ

と
も

登
録

が
す

す
ま

な
い

理
由

の
ひ

と
つ


ダ

ク
ト

拡
散

法
を

検
証

施
用

法
と

し
て

の
改

良
が

必
要

保
護

殺
菌

剤
の

登
録

推
進

が
課

題
！


散

布
水

量
を

増
や

す

様
々

な
大

き
さ

の
ハ

ウ
ス

で
い

か
に

拡
散

さ
せ

る
か

？

Ｈ
３

０
１

月
に

検
討

会
（
公

開
）
を

予
定

！

協
会

の
平

成
２

９
年

度
の

取
り

組
み

②


新

た
な

施
用

法
（

農
機

や
防

除
機

）
の

普
及

見
通

し
が

た
た

な
い

と
農

薬
企

業
は

動
き

に
く

い
v
s

使
え

る
薬

剤
メ

ニ
ュ

ー
（

登
録

薬
剤

）
が

増
え

な
い

と
新

た
な

施
用

法
は

普
及

拡
大

し
な

い


新
た

な
施

用
法

の
権

利
を

独
占

し
た

い
v
s

権
利

独
占

は
優

れ
た

施
用

法
の

普
及

拡
大

の
障

壁


農
薬

に
は

登
録

制
度

が
あ

る
v
s

防
除

機
に

は
相

対
す

る
制

度
が

な
い

（
施

用
機

の
規

格
・

要
件

が
曖

昧
）


農

薬
と

農
機

（
施

用
機

）
の

連
携

が
必

要
v
s

相
互

の
意

見
交

換
の

機
会

・
組

織
が

な
い


課

題
が

生
ず

る
度

に
必

要
な

調
整

／
し

か
し

長
続

き
せ

ず
（

拘
束

力
な

い
？

）


せ
っ

か
く

確
立

し
た

新
た

な
施

用
法

が
普

及
せ

ず
忘

れ
去

ら
れ

る
こ

と
も

21
22

23
24
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1
.
2

0
2

1
年

に
農

薬
の

再
評

価
制

度
が

開
始

予
定

と
な

る
中

、
既

存
の

施
用

法
の

整
理

も
課

題
に

な
る

の
で

は
？

2
.
そ

の
整

理
の

た
め

の
専

門
的

組
織

が
必

要
で

は
？

3
.
関

連
す

る
課

題
と

し
て

処
理

量
表

示
の

考
え

方
（

箱
当

た
り

v
s
面

積
当

た
り

、
等

）
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

時
期

に
あ

る
の

で
は

？
4

.
作

業
時

安
全

に
関

す
る

新
た

な
登

録
評

価
の

導
入

に
際

し
て

も
施

用
法

の
議

論
が

必
要

に
な

る
の

で
は

？
5

.
水

稲
の

新
た

な
栽

培
方

法
の

展
開

に
対

応
し

た
薬

剤
施

用
法

の
確

立
も

急
務

に
な

る
の

で
は

？
6

.
省

力
的

な
施

用
法

へ
の

期
待

が
一

層
高

ま
る

中
、

中
核

と
し

て
い

く
べ

き
施

用
法

に
つ

い
て

ひ
ろ

く
議

論
が

必
要

に
な

る
の

で
は

？
7

.
農

薬
と

農
機

の
連

携
を

は
か

る
組

織
が

必
要

に
な

る
の

で
は

？
8

.
こ

れ
ら

に
は

国
も

積
極

的
に

関
与

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
の

で
は

？
9

.
こ

れ
ら

の
検

討
に

必
要

な
調

査
研

究
も

積
極

的
に

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
の

で
は

？
1

0
.機

械
化

さ
れ

る
薬

剤
施

用
を

登
録

試
験

段
階

で
い

か
に

再
現

す
る

か
も

課
題

に
な

っ
て

く
る

の
で

は
？

25
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「
農

研
機

構
」
は

国
立

研
究

開
発

法
人

農
業

・
食

品
産

業
技

術
総

合
研

究
機

構
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ネ

ー
ム

で
す

。

日
本

植
物

防
疫

協
会

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
薬

剤
施

用
法

を
考

え
る

」

水
稲

の
新

し
い

移
植

法
の

展
開

農
研

機
構

農
業

技
術

革
新

工
学

研
究

セ
ン

タ
ー

土
地

利
用

型
シ

ス
テ

ム
研

究
領

域

藤
岡

修

発
表

内
容

１
）

水
稲

移
植

に
お

け
る

現
状

２
）

水
稲

の
新

し
い

移
植

法
に

つ
い

て


「
疎

植
」


「
高

密
度

播
種

育
苗

」

３
）

新
し

い
移

植
法

の
今

後
の

展
開

に
つ

い
て

４
）

育
苗

箱
施

用
剤

（
殺

虫
・
殺

菌
剤

）
に

係
る

問
題

提
起

水
稲

移
植

の
現

状
（
就

業
人

口
減

と
高

齢
化

）

※
平

成
2
2
年

度
食

料
･農

業
･農

村
白

書
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.m

af
f.g

o.
jp

/j/
w

pa
pe

r/
w

_m
af

f/
h2

2_
h/

tr
en

d/
pa

rt
1/

ch
ap

2/
c3

_0
2_

01
.h

tm
l

※
平

成
2
8
（
2
0
1
6
）
年

6
6
.8

歳

農
業

就
業

人
口

平
成

2
2
（
2
0
1
0
）
年

2
6
0
.6

万
人

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

1
9
2
.2

万
人


農

業
就

業
人

口
の

減
少

と
高

齢
化

が
同

時
に

進
行

し
て

い
る

水
稲

移
植

の
現

状
（
進

む
農

地
集

約
）

※
平

成
2
4
年

度
食

料
･農

業
･農

村
白

書
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.m

af
f.g

o.
jp

/j/
w

pa
pe

r/
w

_m
af

f/
h2

4_
h/

tr
en

d/
pa

rt
1/

ch
ap

3/
c3

_1
_0

1.
ht

m
l


担

い
手

農
家

へ
の

農
地

の
集

約
が

進
ん

で
い

る

3
）
担

い
手

農
家

（
認

定
農

業
者

）
認

定
農

業
者

制
度

は
、

農
業

者
が

農
業

経
営

基
盤

強
化

促
進

基
本

構
想

に
示

さ
れ

た
農

業
経

営
の

目
標

に
向

け
て

、
自

ら
の

創
意

工
夫

に
基

づ
き

、
経

営
の

改
善

を
進

め
よ

う
と

す
る

計
画

を
市

町
村

が
認

定
し

、
こ

れ
ら

の
認

定
を

受
け

た
農

業
者

に
対

し
て

重
点

的
に

支
援

措
置

を
講

じ
よ

う
と

す
る

も
の

1
2

3
4
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水
稲

移
植

の
現

状
（
負

担
面

積
の

増
大

）

※
平

成
2
4
年

度
食

料
･農

業
･農

村
白

書
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.m

af
f.g

o.
jp

/j/
w

pa
pe

r/
w

_m
af

f/
h2

4_
h/

tr
en

d/
pa

rt
1/

ch
ap

3/
c3

_1
_0

1.
ht

m
l


一

経
営

体
あ

た
り

の
負

担
面

積
が

年
々

増
大

し
て

い
る

一
経

営
体

あ
た

り
の

負
担

面
積

が
増

大
す

る
こ

と
で

、
育

苗
に

要
す

る


時

間


用

地


資

材

の
確

保
が

課
題

に
な

っ
て

い
る

。

現
状

→
 課

題
（
必

要
苗

量
を

減
ら

す
）

耕
作

面
積

は
減

ら
な

い
た

め
、

必
要

苗
量

(分
子

)は
減

ら
ず

、
生

産
者

数
(分

母
)が

減
っ

て
い

く

※
(株

)ク
ボ

タ
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

よ
り

引
用

ht
tp

:/
/w

w
w

.jn
ou

ki
.k

ub
ot

a.
co

.jp
/p

ro
du

ct
/t

au
ek

i/r
ac

w
el

_e
p8

d/
m

ul
ti/

#j
um

p2

水
稲

移
植

の
現

状
（
田

植
機

の
高

能
率

化
）


同

じ
時

間
で

よ
り

広
い

面
積

を
作

業
で

き
る

機
械

が
要

望
さ

れ
て

い
る

※
井

関
農

機
(株

)の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.is

ek
i.c

o.
jp

/p
ro

du
ct

s/
ta

ue
ki

/t
au

e-
00

1/

↑
 作

業
速

度
向

上
の

例

←
 作

業
幅

拡
大

の
例

水
稲

移
植

の
現

状
（
田

植
機

の
多

用
途

化
）

※
画

像
は

(株
)ク

ボ
タ

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.jn

ou
ki

.k
ub

ot
a.

co
.jp

/p
ro

du
ct

/t
au

ek
i/r

ac
w

el
_e

p8
d/

w
or

k/
in

de
x2

.h
tm

l

【
植

付
け

】
【
施

肥
】

【
除

草
剤

散
布

】
【育

苗
箱

施
用

剤
散

布
】

【
枕

地
整

地
】

１
台

５
役


同

時
に

複
数

の
作

業
が

で
き

る
機

械
が

要
望

さ
れ

て
い

る

5
6

7
8
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現
状

→
 課

題
（
田

植
機

の
更

な
る

効
率

的
運

用
）

植
付

け
作

業
, 

70
%

そ
の

他
作

業
,

30
%

田
植

え
作

業
時

の
所

要
時

間
割

合

苗
補

給
・
苗

継
ぎ

（
省

力
化

/
回

数
削

減
）

枕
地

旋
回

（
自

動
化

）

※
画

像
は

(株
)ク

ボ
タ

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.jn

ou
ki

.k
ub

ot
a.

co
.jp

/p
ro

du
ct

/t
au

ek
i/r

ac
w

el
_e

p8
d/

w
or

k/
in

de
x2

.h
tm

l
ht

tp
:/

/w
w

w
.jn

ou
ki

.k
ub

ot
a.

co
.jp

/p
ro

du
ct

/t
au

ek
i/r

ac
w

el
_a

lfa
/t

ec
hn

ol
og

y.
ht

m
l#

ju
m

p_
4

苗
補

給
用

ス
ラ

イ
ド

コ
ン

ベ
ア

課
題

解
決

に
向

け
て

（
田

植
機

の
ロ

ボ
ッ

ト
化

）

「
自

動
運

転
田

植
機

」
に

よ
る

少
人

化
の

実
現

（
内

閣
府

S
IP

事
業

に
て

現
在

開
発

中
）

課
題

解
決

に
向

け
て

（
２

つ
の

新
し

い
移

植
法

）

圃
場

へ
の

植
付

け
株

数
を

減
ら

す
苗

マ
ッ

ト
１

枚
あ

た
り

の
掻

取
り

回
数

を
増

や
す

『
疎

植
』

『高
密

度
播

種
育

苗
』

必
要

苗
量

を
減

ら
す

苗
補

給
・
苗

継
ぎ

の
回

数
を

減
ら

す

新
し

い
移

植
法

①
疎

植
（
概

要
）

3
0

㎝

3
0

㎝

1
6

㎝
3
0

㎝

約
半

減

【
慣

行
】

7
0

株
/
坪

2
0

箱
/
1
0
ａ

【
疎

植
】

3
7

株
/
坪

1
0

箱
/
1
0
ａ

植
付

株
数

必
要

苗
数

9
10

11
12
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田
植

機
植

付
部

の
動

作
の

様
子

（
特

開
2
0
0
6
-
2
1
1
9
4
9
よ

り
引

用
）

植
付

爪

苗
載

せ
台

の
最

下
部

田
面

(地
面

)

①
疎

植
（
田

植
機

植
付

部
の

改
良

）

静
止

時
の

植
付

爪
軌

跡

移
動

時
の

植
付

爪
軌

跡
進

行
方

向

不
等

速
駆

動
に

よ
る

植
付

爪
軌

跡
の

例
（
特

開
2
0
1
0
-
2
1
3
6
3
8
よ

り
引

用
）

静
止

時
の

植
付

爪
軌

跡

移
動

時
の

植
付

爪
軌

跡

①
疎

植
（
田

植
機

植
付

部
の

改
良

）

疎
植

（
不

等
速

駆
動

）

普
通

植
（
等

速
駆

動
）

進
行

方
向

①
疎

植
（
田

植
機

植
付

部
の

改
良

）

疎
植

（
不

等
速

駆
動

）
普

通
植

（
等

速
駆

動
）

不
等

速
駆

動
に

よ
る

植
付

部
動

作
の

例
（
電

動
植

付
部

を
用

い
て

再
現

）

新
し

い
移

植
法

②
高

密
度

播
種

育
苗

（
概

要
）

約
1/

3

【
慣

行
】

1
0
0

～
1
5
0

g*
1
/
箱

1
4
.4

箱
*
2
/
1
0
ａ

【
高

密
度

播
種

】

2
5
0

～
3
0
0

g*
1
/
箱

5
.6

箱
*
2
/
1
0
ａ

*
1
 乾

籾
換

算
*
2
 5

0
株

/
坪

の
一

例

播
種

量

必
要

苗
数

13
14

15
16
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②
高

密
度

播
種

育
苗

（
田

植
機

植
付

部
の

改
良

）

植
付

部
動

作
（
苗

の
掻

き
取

り
動

作
）
の

模
式

図

植
付

爪

高
密

度
播

種
苗

に
対

応
す

る
た

め
の

改
造

箇
所

の
模

式
図

②
高

密
度

播
種

育
苗

（
田

植
機

植
付

部
の

改
良

）

苗
の

掻
き

取
り

口

3
4

5
6

7
8

9
10

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

…
…

32
31

苗
マ

ッ
ト

高
密

度
播

種
苗

に
対

応
す

る
た

め
の

改
造

箇
所

の
模

式
図

②
高

密
度

播
種

育
苗

（
田

植
機

植
付

部
の

改
良

）

掻
き

取
り

口
を

小
さ

く
す

る
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

4
5

6
7

8
9

10

30
29

28
27

26
25

24
23

22
21

31
32

33
34

35
36

37
38

39
40

…
…

52
51

苗
マ

ッ
ト

11
12

13

20
19

18

41
42

43

50
49

48

14
15

17
16

44
45

47
46

掻
き

取
り

幅
を

狭
め

た
植

付
爪

新
し

い
移

植
法

の
今

後
の

展
開

↑

『
密

苗
』

が
農

林
水

産
省

の

最
新

農
業

技
術

･品
種

2
0
1
6

に
選

出
さ

れ
た

※
「
密

苗
」
(み

つ
な

え
)は

、
ヤ

ン
マ

ー
(株

)の
登

録
商

標
（
登

録
第

5
8
6
4
3
9
9
号

）
で

す
。

「
疎

植
」
と

「
高

密
度

播
種

育
苗

」
を

組
み

合
せ

た
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

（
井

関
農

機
(株

)）

↓

17
18

19
20
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
新

し
い

移
植

法
と

し
て

挙
げ

た
「
疎

植
」
、

「
高

密
度

播
種

育
苗

」
は

い
ず

れ
も

今
後

普
及

が
進

む
と

見
込

ま
れ

る
。

→
田

植
機

改
良

に
よ

る
能

率
向

上
は

概
ね

完
成

の
域

。

→
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
を

活
用

し
た

超
効

率
作

業
体

系
に

お
い

て
も

、
必

要
苗

量
の

削
減

は
必

要
。

→
普

及
を

進
め

る
に

あ
た

り
、

育
苗

箱
施

用
剤

の
投

薬
量

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

新
し

い
移

植
法

の
今

後
の

展
開

問
題

提
起

：
育

苗
箱

施
用

剤
の

扱
い

【
慣

行
】

(5
0
g/

箱
)×

(2
0
箱

/
1
0
a)

＝
１

kg
/
1
0
a

≒
１

kg
剤

【
疎

植
】

(5
0
g/

箱
)×

(1
0
箱

/
1
0
a)

＝
０

.５
kg

/
1
0
a 

（
約

1
/
2
）

☆
一

株
あ

た
り

の
薬

量
は

慣
行

と
同

等
O

K
？

問
題

提
起

：
育

苗
箱

施
用

剤
の

扱
い

【
慣

行
】

(5
0
g/

箱
)×

(2
0
箱

/
1
0
a)

＝
１

kg
/
1
0
a

≒
１

kg
剤

【
高

密
度

播
種

育
苗

】

(5
0
g/

箱
)×

(7
箱

/
1
0
a)

＝
０

.３
５

kg
/
1
0
a 

（ 約
1
/
3
）

☆
一

株
あ

た
り

の
薬

量
も

慣
行

の
１

/
３

N
G

？

問
題

提
起

：
育

苗
箱

施
用

剤
の

扱
い

【
慣

行
】

(5
0
g/

箱
)×

(2
0
箱

/
1
0
a)

＝
１

kg
/
1
0
a

≒
１

kg
剤

【
高

密
度

播
種

育
苗

】

(1
5
0
g/

箱
)×

(7
箱

/
1
0
a)

＝
１

kg
/
1
0
a 

≒
１

kg
剤

☆
一

株
あ

た
り

の
薬

量
は

慣
行

と
同

等
O

K
？

３
倍

21
22

23
24
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問
題

提
起

：
育

苗
箱

施
用

剤
の

扱
い

【
慣

行
】

5
0
g/

箱
【
高

密
度

播
種

育
苗

】
1
5
0
g/

箱

掻
き

取
っ

た
苗

の
地

下
部

の
体

積
は

３
倍

の
差

１
株

あ
た

り
の

投
薬

量
を

同
じ

に
す

る
と

、
地

下
部

が
小

さ
い

高
密

度
播

種
苗

に
薬

害
が

出
な

い
か

？

床
土

混
和

が
有

効
か

？

【
植

付
け

】
【
施

肥
】

【
除

草
剤

散
布

】
【育

苗
箱

施
用

剤
散

布
】

【
枕

地
整

地
】

１
台

５
役

問
題

提
起

：
育

苗
箱

施
用

剤
の

扱
い

苗
の

密
度

が
高

く
な

る
と

株
元

に
薬

剤
を

施
用

す
る

こ
と

が
難

し
く
な

ら
な

い
か

？

問
題

提
起

：
育

苗
箱

施
用

剤
の

扱
い

田
植

え
時

は
除

草
剤

散
布

機
や

直
播

機
用

土
中

施
用

機
を

利
用

す
る

方
法

は
ど

う
か

？

【
植

付
け

】
【
施

肥
】

【
除

草
剤

散
布

】
【殺

虫
・殺

菌
剤

散
布

】

【
枕

地
整

地
】

１
台

５
役

※
1

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

ク
ボ

タ
チ

ャ
ン

ネ
ル

よ
り

引
用

（
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.y
o
u
tu

b
e
.c

o
m

/
w

at
c
h
?v

=
fu

lm
T
n
n
9
m

Z
4
）

※
1

終

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す

25
26

27
28
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C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

水
稲

初
期

防
除

に
お

け
る

新
し

い
粒

剤
施

用
法

20
17

.9
.1

4
M

ei
ji 

Se
ik

a 
フ

ァ
ル

マ
株

式
会

社

寺
岡

豪

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

背
景

•
農

業
環

境
の

変
化

農
業

人
口

減
少
→

高
齢

化
、

集
約

化

米
ど

こ
ろ

へ
の

集
中
→

1人
当

た
り

面
積

増

省
力

化
、

作
業

分
散

、
コ

ス
ト

低
減

育
苗

・
移

植
時

の
労

働
時

間
短

縮
の

必
要

性

新
た

な
栽

培
方

法
の

普
及

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

水
稲

栽
培

面
積

の
推

移

•
栽

培
面

積
の

減
少

•
1人

あ
た

り
面

積
の

上
昇

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

農
業

人
口

の
推

移

•農
業

人
口

・
戸

数
の

減
少

、
農

家
の

高
齢

化

•農
業

法
人

、
営

農
組

合
、

栽
培

請
負

の
増

加

1
2

3
4
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C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

集
落

営
農

数

地
域

集
落

営
農

数
計

5～
10
ha

30
～
50
ha

50
～
10
0h
a

10
0h
a以

上

全
国

14
,8

52
1,

73
7

2,
19

3
1,

19
4

46
5

北
海

道
27

5
4

17
34

12
0

東
北

3,
30

6
25

8
67

5
43

8
12

8
北

陸
2,

37
3

31
4

40
6

15
0

16
関

東
98

8
11

0
20

0
14

2
56

東
海

79
1

10
5

10
8

59
32

近
畿

2,
06

8
35

6
10

3
43

5
中

国
2,

01
3

30
8

16
7

43
10

九
州

46
4

88
47

13
10

規
模

の
大

き
い

集
落

営
農

数
に

地
域

差
あ

り

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

水
稲

地
域

別
作

付
面

積
（

H
26

）

地
域

作
付

面
積

（
ｈ

ａ
）

全
国

比
（
％

）
畑

地
利

用
率

（
％

）

全
国

1,
57

3,
00

0
－

３
６

北
海

道
11

1,
00

0
７

５
０

東
北

40
2,

50
0

２
６

３
４

北
陸

21
2,

50
0

１
４

２
５

関
東

29
2,

80
0

１
９

２
８

東
海

99
,7

00
６

３
６

近
畿

10
8,

00
0

７
３

９

中
国

11
2,

60
0

７
４

０

四
国

55
,3

00
４

３
９

九
州

17
3,

20
0

１
１

４
４

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

作
業

時
間

の
比

率
労

働
時

間
（
ｈ

／
１

０
ａ
）

０
．

５
ha

未
満

１
０

～
１

５
ha

１
５

ha
～

労
働

時
間

合
計

42
.5

8
16

.7
9

13
.7

8

育
苗

3.
26

3.
56

2.
73

耕
起

6.
82

2.
17

1.
78

移
植

4.
65

2.
44

2.
01

収
穫

6.
29

2.
20

1.
73

育
苗

時
間

の
割

合
８

％
２

１
％

２
０

％

移
植

時
間

の
割

合
１

１
％

１
５

％
１

５
％

規
模

拡
大

し
て

も
育

苗
時

間
は

増
加

し
、

移
植

時
間

は
低

減
し

な
い

ど
う

や
っ

て
下

げ
る

か
（
病

害
虫

防
除

と
の

関
わ

り
）

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

水
稲

病
害

虫
防

除
方

法
の

推
移

•
過

去
：
散

布
＝

粉
剤

･水
和

剤

→
フ

ロ
ア

ブ
ル

（
空

中
散

布
、

パ
ン

ク
ル

）

•
昭

和
50

年
代

：
粒

剤
の

本
田

施
用

、
予

防
防

除

→
高

性
能

化
（
パ

ッ
ク

剤
、

豆
つ

ぶ
剤

）

•
平

成
11

年
：
長

期
残

効
箱

処
理

剤

→
予

防
防

除
に

劇
的

な
変

化

→
広

域
防

除
に

よ
る

効
果

の
安

定
化

5
6

7
8
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C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

こ
れ

か
ら

の
薬

剤
防

除

作
業

時
間

の
短

縮
、

コ
ス

ト
の

削
減

↓

施
薬

方
法

変
更

は
必

然
↓

箱
処

理
っ

て
楽

で
す

か
？

箱
処

理
は

育
苗

･移
植

に
組

み
合

わ
せ

る
技

術

処
理

量
は

50
g/

箱
に

限
定

さ
れ

る

時
間

を
奪

っ
て

い
る

の
は

何
か

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

箱
処

理
の

方
法

①
播

種
時

処
理

•
メ

リ
ッ

ト

播
種

作
業

に
組

込
め

る
（
人

手
が

あ
る

時
期

）

機
械

化
で

き
る

•
デ

メ
リ

ッ
ト

高
コ

ス
ト

苗
の

廃
棄
→

産
廃

費
用

、
薬

剤
も

廃
棄

作
業

短
縮

に
は

な
っ

て
い

な
い

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

箱
処

理
の

方
法

②
移

植
前

処
理

•
育

苗
ハ

ウ
ス

で
の

作
業

処
理

の
た

め
だ

け
の

労
働

時
間

•
動

噴
や

箱
剤

散
布

機
の

使
用

散
布

ム
ラ

：
薬

効
･薬

害
へ

の
影

響

こ
ぼ

れ
落

ち
：
コ

ス
ト

へ
の

影
響

•
か

ん
注

処
理

潅
水

設
備

が
別

途
必

要
：
ハ

ウ
ス

の
確

保

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

箱
処

理
の

方
法

③
移

植
同

時
処

理

•
メ

リ
ッ

ト

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
の

た
め

初
期

費
用

低
い

施
薬

精
度

向
上

：
正

確
な

量
、

ム
ラ

な
し

•
デ

メ
リ

ッ
ト

薬
剤

補
充

作
業

が
手

間
（
苗

と
肥

料
も

あ
る

）

陸
に

上
が

る
必

要
と

補
充

回
数

の
多

さ

移
植

進
度

を
向

上
さ

せ
る

必
要

が
あ

る

9
10

11
12
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C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

理
想

的
な

施
用

法

•
予

防
防

除

•
廃

棄
す

る
苗

が
産

廃
に

な
ら

な
い

•
正

確
な

施
薬

量
の

実
現

•
撒

き
ム

ラ
が

な
い

•
既

存
技

術
よ

り
楽

•
栽

培
方

法
の

変
化

に
対

応
が

可
能

•
時

間
短

縮
＝

移
植

進
度

の
向

上

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

移
植

時
側

条
施

用

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

移
植

時
側

条
施

用

•
側

条
施

肥
と

同
じ

溝
へ

粒
剤

を
施

用

実
用

化
さ

れ
て

い
る

田
植

機

移
植

時
施

用
で

予
防

防
除

苗
箱

へ
薬

剤
を

入
れ

な
い

•
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

で
の

処
理

正
確

な
量

を
ム

ラ
な

く
施

薬

初
期

費
用

が
抑

え
ら

れ
る

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

薬
剤

の
吐

出
口

13
14

15
16
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C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

施
用

さ
れ

た
薬

剤
の

位
置

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

施
用

さ
れ

た
肥

料
と

薬
剤

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

側
条

施
用

の
メ

リ
ッ

ト

•
大

型
ホ

ッ
パ

ー
へ

粒
剤

を
充

填

ホ
ッ

パ
ー

に
粒

剤
を

入
れ

る
だ

け

1度
の

充
填

で
1h

a以
上

カ
バ

ー

田
植

え
に

集
中

、
作

業
性

が
向

上

•
面

積
あ

た
り

へ
の

投
下

量
＝

1k
g/

10
a

栽
植

密
度

、
箱

枚
数

を
問

わ
な

い

稚
苗

慣
行

、
疎

植
、

中
苗

、
密

播
･密

苗

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

薬
剤

ホ
ッ

パ
ー

約
1.

4k
g

17
18

19
20
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C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

側
条

施
用

で
の

登
録

薬
剤

•
Ｄ

ｒ．
オ

リ
ゼ

フ
ェ

ル
テ

ラ
粒

剤

い
も

ち
病

、
イ

ネ
ド

ロ
オ

イ
ム

シ
（
ｲ
ﾈ

ﾐｽ
ﾞ申

請
中

）

国
内

ト
ッ

プ
シ

ェ
ア

の
箱

施
用

剤

箱
処

理
と

併
用

可
能

•
オ

リ
ゼ

メ
ー

ト
粒

剤
20

い
も

ち
病

無
人

ヘ
リ

散
布

、
本

田
散

布
と

の
併

用
可

能

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

側
条

施
用

の
効

果

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

側
条

施
用

の
効

果

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

側
条

施
用

の
効

果

21
22

23
24



─ 23─

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

側
条

施
用

の
効

果

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

側
条

施
用

へ
の

適
性

評
価

•
箱

処
理

剤
、

本
田

剤
か

ら
の

転
用

が
近

道

•
有

効
成

分
の

適
性

吸
収

が
遅

い
成

分
→

薬
効

発
現

が
遅

い
傾

向

〃
早

い
成

分
→

薬
効

発
現

に
問

題
が

無
い

＊
活

性
の

高
い

虫
種

で
は

問
題

は
無

い

吸
収

の
ス

ピ
ー

ド
と

活
性

の
バ

ラ
ン

ス
が

重
要

ど
ん

な
薬

剤
を

使
う

の
か

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

お
ま

け
の

メ
リ

ッ
ト

•
育

苗
ハ

ウ
ス

に
は

薬
剤

が
持

ち
込

ま
れ

な
く
な

る

後
作

へ
の

影
響

が
無

く
な

る

•
新

栽
培

法
と

の
組

み
合

わ
せ

が
可

能

密
播

･密
苗

で
箱

枚
数

10
枚

に
し

た
ら

・
・
・

苗
と

薬
剤

を
フ

ル
に

積
み

込
む

と
補

充
無

し
で

3反
植

え
ら

れ
る

移
植

進
度

の
大

幅
な

向
上

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

作
業

分
散

に
向

け
て

•
移

植
時

期
、

収
穫

時
期

を
分

散
す

る
必

要
性

•
多

品
種

の
利

用

早
生

、
中

生
、

晩
生

、
加

工
米

、
飼

料
米

･･
･

•
直

播
栽

培

育
苗

の
削

減
（
労

働
時

間
と

コ
ス

ト
低

減
）

カ
ル

パ
ー

、
鉄

コ
、

催
芽

籾
：
地

域
差

有

25
26

27
28
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C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

湛
水

直
播

で
の

薬
剤

施
用

•
本

田
散

布

茎
葉

散
布

：
パ

ン
ク

ル
散

布
（
府

県
は

？
）

本
田

粒
剤

：
い

も
ち

は
大

丈
夫

（
殺

虫
剤

は
？

）

•
カ

ル
パ

ー
と

の
同

時
コ

ー
テ

ィ
ン

グ

ｲ
ﾈ

ﾐｽ
ﾞｿ

ﾞｳ
ﾑ

ｼ
・
ｲ
ﾈ

ﾄﾞ
ﾛ
ｵ

ｲ
ﾑ

ｼ
（
薬

剤
が

限
定

）

•
新

た
な

技
術

鉄
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
種

子
直

播
時

土
中

処
理

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

土
中

処
理

の
利

点

•
播

種
と

同
時

に
薬

剤
施

用

薬
剤

処
理

だ
け

の
作

業
時

間
が

無
く
な

る

病
害

虫
と

も
に

予
防

防
除

が
可

能

•
多

く
の

薬
剤

に
登

録
の

可
能

性
あ

り

箱
処

理
剤

、
本

田
剤

か
ら

転
用

可
能

•
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

に
よ

る
散

布

初
期

投
資

が
低

い
散

布
精

度
が

高
い

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

土
な

か
く
ん

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

薬
剤

の
吐

出
口

肥
料

薬
剤

種
籾

29
30

31
32
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C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

土
中

く
ん

（
処

理
後

）

薬
剤

薬
剤

種
籾

種
籾

肥
料

肥
料

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

土
中

処
理

の
薬

効

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

土
中

処
理

の
薬

効

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

土
中

処
理

の
薬

効

33
34

35
36
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C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

土
中

処
理

へ
の

適
性

評
価

•
有

効
成

分
の

適
性

吸
収

が
遅

い
成

分
→

薬
効

発
現

が
遅

い
傾

向

〃
早

い
成

分
→

薬
効

発
現

に
問

題
が

無
い

＊
種

籾
の

直
下

に
薬

剤
を

施
薬

し
緩

和

害
虫

の
侵

入
が

早
い

地
域

は
要

注
意

吸
収

の
ス

ピ
ー

ド
と

活
性

の
バ

ラ
ン

ス
が

重
要

ど
ん

な
薬

剤
を

使
う

の
か

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 

こ
れ

か
ら

の
薬

剤
施

用
法

•
規

模
拡

大
に

貢
献

す
る

育
苗

、
移

植
時

間
の

短
縮

作
業

分
散

、
移

植
進

度
向

上
に

貢
献

•
散

布
精

度
の

向
上

適
切

な
施

薬
量

と
散

布
ム

ラ
の

排
除

更
な

る
機

械
化

の
推

進

＊
施

薬
機

器
と

製
剤

の
同

時
開

発
が

必
須

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
ei

ji 
Se

ik
a 

Ph
ar

m
a 

C
o.

, L
td

. A
ll 

R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

N
o 

re
pr

od
uc

tio
n 

w
ith

ou
t w

rit
te

n 
pe

rm
is

si
on

. 
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•
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タ
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グ
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ス
株

式
会

社

•
秋

田
県

農
業

試
験

場

37
38
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種
子
処
理
に

よ
る

省
力
的
な
薬

剤
施

用
法

バ
イ

エ
ル

ク
ロ

ッ
プ

サ
イ

エ
ン

ス
株

式
会

社

森
拓
馬

20
17

年
9月

14
日

種
子

処
理

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
2

種
子

に
薬

剤
を

塗
布

す
る

防
除

方
法

種
子
処

理
と
種
子
消
毒
の
相
違

点

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
3

種
子

処
理

種
子

消
毒

種
子

に
感

染
し

た
種

子
伝

染
性

病
害

を
直

接
殺

菌
す

る

本
圃

に
お

い
て

発
生

す
る

病
害

虫
を

防
除

す
る防

除
対

象
水

稲
に

お
け

る
例

い
も

ち
病

紋
枯

病
イ

ネ
ミ

ズ
ゾ

ウ
ム

シ

ば
か

苗
病

い
も

ち
病

苗
腐

敗
症

苗
立

枯
細

菌
病

イ
ネ

シ
ン

ガ
レ

セ
ン

チ
ュ

ウ

A
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C
on

te
nt

日
本

農
業

の
課

題

世
界

に
お

け
る

種
子

処
理

日
本

に
お

け
る

種
子

処
理

水
稲

種
子

処
理

の
概

要

直
播

水
稲

で
の

種
子

処
理

移
植

水
稲

で
の

種
子

処
理

1
2

3
4
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10
 h

a以
上

の
農

家
の

占
め

る
農

地
面

積

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
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26
%

34
%

42
%

48
%
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80
%
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20
00

20
05

20
10

20
15

<1
0 

ha

>1
0 

ha

こ
こ

15
年

で
大

規
模

農
家

割
合

が
大

き
く

増
加

10
 h

a以
上

の
農

家
の

占
め

る
農

地
面

積
割

合

出
典

：
農

業
セ

ン
サ

ス
20

00
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7%

19
%

29
%
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60
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80
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00
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05
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10
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水
稲
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 h
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上

の
農

家
の

占
め

る
農

地
面

積
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ay
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ro
up

 4
:3
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em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
6

出
典

：
農

業
セ

ン
サ

ス
20

00
-1

5

水
稲

に
お

い
て

も
大

規
模

農
家

割
合

が
増

加<1
0 

ha

>1
0 

ha

10
 h

a以
上

の
水

稲
農

家
の

占
め

る
農

地
面

積
割

合

水
稲
栽

培
の
ト
レ
ン
ド

P
ag

e 
7

18
.9

%

31
.1

%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

19
97

20
16

主
食

用
米

の
う

ち
中

・
外

食
の

占
め

る
割

合
*1

*1
: 米

穀
の

消
費

動
態

調
査

（
食

糧
庁

）、
米

の
消

費
動

向
調

査
（

米
穀

安
定

供
給

確
保

支
援

機
構

）
*2

: 新
規

需
要

米
の

生
産

量
（

農
林

水
産

省
）

10
 

14
 

31
 

57
 

60
 

48
 

65
 

11
8 

13
3 

05010
0

15
0

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

飼
料

用
米

W
C

S

飼
料

用
米

、
W

C
S作

付
面

積
の

推
移

*2
千

ha


低

価
格

帯
を

志
向

す
る

中
・

外
食

用
米

の
需

要
が

増
加


新

規
需

要
米

へ
の

転
換

政
策

に
よ

り
飼

料
用

米
及

び
W

C
S
が

大
幅

な
増

加

低
コ

ス
ト

な
コ

メ
生

産
へ

の
要

望
が

高
ま

っ
て

い
く

日
本

農
業

の
課
題

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
8


大

規
模

農
家

の
経

営
に

合
わ

せ
た

、
効

率
的

・
省

力
的

な
防

除
方

法
の

開
発


効

率
的

か
つ

省
力

的
な

防
除

法
に

よ
る

生
産

コ
ス

ト
の

低
減

農
業

の
大

規
模

化
と

コ
ス

ト
削

減
圧

力


大

規
模

農
家

に
よ

る
経

営
面

積
が

拡
大

。
特

に
水

稲
分

野
で

は
20

10
年

以
降

、
急

激
に

大
規

模
農

家
割

合
が

拡
大

。


長

期
的

な
米

価
の

低
落

傾
向

5
6

7
8
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A
ge

nd
a/

C
on

te
nt

日
本

農
業

の
課

題

世
界

に
お

け
る

種
子

処
理

日
本

に
お

け
る

種
子

処
理

水
稲

種
子

処
理

の
概

要

直
播

水
稲

で
の

種
子

処
理

移
植

水
稲

で
の

種
子

処
理

世
界

の
種

子
処

理
市

場
規

模
(*

1)
 

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag
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2,
25

9 
2,

47
0 

2,
35

0 
2,

71
9 

2,
75

1 

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16


種
子
処
理
の
市
場
規
模
は

28
億
ユ
ー
ロ
（

3,
40

0億
円

*2
）


年
平
均

5%
の
成
長


世
界
農
薬
市
場
の

6%
を
占
め
る

M
n

E
U

R

*1
: バ

イ
エ

ル
社

内
推

計
値

*2
: 1

ユ
ー

ロ
= 

12
5円

で
計

算

地
域

別
、

作
物

別
の

種
子

処
理

市
場

(*
1)

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
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 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
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29
%

27
%

26
%17

%
31

%

27
%

21
%

4%4%
13

%
北

ア
メ

リ
カ

ア
ジ

ア
太

平
洋

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
中

東

南
ア

メ
リ

カ

ム
ギ

ナ
タ

ネ

ワ
タ

マ
メ

類

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

そ
の

他

*1
: バ

イ
エ

ル
社

内
推

計
値

（
金

額
ベ

ー
ス

）


北
米
、
欧
州
で

6割
弱
を
占
め
る


ア
ジ
ア
太
平
洋
の
割
合
は
小
さ
い


大
面
積
栽
培
の
作
物
が
大
半


穀
類

+マ
メ
で

8割

種
子

処
理

に
よ
る
防
除
の
例
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:3

 T
em
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ム
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ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

マ
メ

類


商
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名

: P
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o
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
成
分

: ク
ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン


対
象
病
害
虫

: 甲
虫
類
（
ハ
ム
シ
）
等


商
品
名

: G
au

ch
o 

D
uo

 F
S


成
分

: イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド

+ 
プ
ロ
チ
オ
コ
ナ
ゾ
ー
ル


対
象
病
害
虫

: ア
ブ
ラ
ム
シ
、
紅
色
雪
腐
病
、
裸
黒
穂
病
等


商
品
名

: P
on

ch
oV

ot
iv

o


成
分

: ク
ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン

+ 
B

ac
ill

us
 fi

rm
us


対
象
病
害
虫

: 甲
虫
類
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
等

9
10

11
12
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種
子
処

理
が
用
い
ら
れ
る
背
景

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
13


穀

物
、

マ
メ

等
で

は
大

面
積

で
の

栽
培

が
一

般
的


本

圃
で

の
薬

剤
散

布
に

非
常

な
手

間
と

時
間

を
要

す


種

子
処

理
に

よ
る

薬
剤

防
除

作
業

の
効

率
化

茎
葉

散
布

種
子

処
理

V
S

種
子

処
理

に
よ
り
栽
培
の
省
力
化
が
可
能

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
14

本
圃

に
お

け
る

茎
葉

散
布

種
子

へ
の

薬
剤

処
理

（
農

閑
期

の
処

理
が

可
能

）

大
労

力
中

～
小

小

種
子

処
理

に
よ

り
、

病
害

虫
防

除
の

省
力

化
が

可
能

に

＞
＞

防
除

技
術

の
歴

史

播
種

時
の

薬
剤

処
理

A
ge

nd
a/

C
on

te
nt

日
本

農
業

の
課

題

世
界

に
お

け
る

種
子

処
理

日
本

に
お

け
る

種
子

処
理

水
稲

種
子

処
理

の
概

要

直
播

水
稲

で
の

種
子

処
理

移
植

水
稲

で
の

種
子

処
理

日
本

に
お

け
る
種
子
処
理
剤
市
場

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
16


成
分

: イ
ミ
ノ
ク
タ
ジ
ン


対
象
病
害

: 紅
色
雪
腐
病


成
分

: チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム


対
象
害
虫

: ア
ブ
ラ
ム
シ
等


成
分

: イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド


対
象
害
虫

: ウ
ン
カ
類
等
（
湛
水
直
播
）


成
分

: チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム

+フ
ル
ジ

オ
キ
ソ
ニ
ル

+メ
タ
ラ
キ
シ
ル

M


対
象
病
害
虫

: ア
ブ
ラ
ム
シ
、
茎
疫

病
、
紫
斑
病
等

マ メ 類 水 稲ム ギ

種
子

処
理

に
よ

る
防

除
例


種

子
処

理
剤

の
市

場
規

模
は

14
億

円
（

卸
価

格
ベ

ー
ス

）


日

本
の

農
薬

市
場

の
0.

4%


マ
メ

と
秋

播
き

コ
ム

ギ
で

普
及

種
子

処
理

剤
0.

4%

出
典

：
農

薬
要

覧
20

16

13
14

15
16
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水
稲
に

お
け
る
種
子
処
理
の
可

能
性

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
17

0%20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

世
界

日
本

ム
ギ

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

ダ
イ

ズ

種
子

処
理

技
術

の
適

用
可

能
な

作
物

別
作

付
面

積
割

合

世
界

の
数

値
は

FA
O

S
TA

T 
20

14
年

国
内

数
値

は
農

水
省

作
物

統
計

36
%

水
稲

8% 33
%

水
稲

へ
の

種
子

処
理

適
用

に
よ

り
日

本
農

業
の

強
化

を
目

指
し

た
い

A
ge

nd
a/

C
on

te
nt

日
本

農
業

の
課

題

世
界

に
お

け
る

種
子

処
理

日
本

に
お

け
る

種
子

処
理

水
稲

種
子

処
理

の
概

要

直
播

水
稲

で
の

種
子

処
理

移
植

水
稲

で
の

種
子

処
理

水
稲
種

子
処
理
の
仕
組
み

P
ag

e 
19

• P
re

se
nt

at
io

n 
Ti

tle

種
子種

子
処

理
剤

＋
種

子
被

覆
剤

（
浸

種
前

処
理

）

水
稲

種
子

表
面

に
薬

剤
を

塗
布

こ
の

状
態

で
数

ヶ
月

保
存

可
能

吸
水

時
に

薬
剤

が
植

物
体

内
に

取
り

込
ま

れ
る

種
子

浸
透

移
行

性
薬

剤
と

し
て

箱
剤

と
同

等
の

病
害

虫
防

除
効

果
、

残
効

を
発

揮
す

る

水
稲

種
子

処
理
と
は

P
ag

e 
20

• P
re

se
nt

at
io

n 
Ti

tle

水
稲

種
子

処
理

の
効

果

水
稲

種
子

処
理

の
メ

リ
ッ

ト


種
籾
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
（
塗
沫
処
理
）
、

本
田
の
病
害
虫
を
防
除
す
る


箱
剤
と
同
等
の
効
果
、
残
効
を
も
つ


農
閑
期
の
種
子
処
理
に
よ
り
作
業
平
準
化
が
可
能


箱
処
理
や
本
田
散
布
に
比
べ
て
省
力
化
が
可
能


使
用
薬
剤
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
（
種
類
、
量
）
が
可
能

17
18

19
20
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水
稲
種

子
処
理
の
適
用
場
面

P
ag

e 
21

• P
re

se
nt

at
io

n 
Ti

tle

直
播
水
稲

移
植
水
稲

バ
イ

エ
ル

の
水
稲
種
子
処
理
剤

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
22

ル
ー

チ
ン

Ⓡ
FS

（
イ

ソ
チ

ア
ニ

ル
18

.0
%

 フ
ロ

ア
ブ

ル
）


適

用
病

害
虫

名
：

い
も

ち
病


作

物
：

稲
（

箱
育

苗
）

、
湛

水
直

播
水

稲

キ
ラ

ッ
プ

Ⓡ
シ

ー
ド

FS
（

エ
チ

プ
ロ

ー
ル

29
.2

%
フ

ロ
ア

ブ
ル

）


適

用
病

害
虫

名
：

イ
ネ

ミ
ズ

ゾ
ウ

ム
シ


作

物
：

湛
水

直
播

水
稲

ル
ー

チ
ン

FS
の

性
状

ル
ー

チ
ン

FS
を

塗
沫

処
理

し
た

水
稲

種
子

水
稲
種

子
処
理
剤
と
し
て
求
め

ら
れ

る
性

能


水
稲
に
対
す
る
安
全
性


本
田
ま
で
効
力
を
有
す
る
残
効


使
用
者
、
環
境
へ
の
配
慮


浸
漬
時
の
有
効
成
分
流
亡
の
抑
制
（
箱
育
苗
）

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
23

A
ge

nd
a/

C
on

te
nt

日
本

農
業

の
課

題

世
界

に
お

け
る

種
子

処
理

日
本

に
お

け
る

種
子

処
理

水
稲

種
子

処
理

の
概

要

直
播

水
稲

で
の

種
子

処
理

移
植

水
稲

で
の

種
子

処
理

21
22

23
24
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系
列

1

系
列

3

直
播

に
よ

り
省

力
化

と
規

模
拡

大
が

可
能

に
な

る


直
播
に
よ
り
育
苗
期
間
の
作

業
量
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る


育
苗
ハ
ウ
ス
等
の
投
資
軽
減


収
穫
時
期
の
ず
れ
に
よ
る
作

業
分
散


種
子
処
理
導
入
に
よ
る
病
害

虫
防
除
の
効
率
化
に
よ
り
、

水
稲
直
播
栽
培
の
拡
大
が
期

待
さ
れ
る

従
来
の
水
稲
栽
培

水
稲
の
移
植
＋
直
播
栽
培

最
大

5-
10

 h
a

> 
20

 h
a


作
業
量
の
削
減
と
平
準
化
に
よ
り
、
水
稲
栽
培
規
模
の
拡
大
が
可
能

育
苗

期
の

作
業

軽
減

移
植

水
稲

栽
培

直
播

水
稲

栽
培

直
播

水
稲

に
お
け
る
種
子
処
理
の
メ
リ
ッ
ト

P
ag

e 
26

• P
re

se
nt

at
io

n 
Ti

tle

初
期
害
虫
防
除
剤

い
も
ち
病
防
除
剤

チ
ョ
ウ
目
防
除
剤

紋
枯
病
防
除
剤

面
倒

な
病

害
虫

防
除

を
省

力
的

に
！

農
閑

期

本
田

防
除

鉄
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
へ

の
種

子
処

理
技

術
の

適
用

P
ag

e 
27

• P
re

se
nt

at
io

n 
Ti

tle

種
子
処
理
剤
を
処
理
し
た

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る

種
子
処
理

水
稲

種
子

処
理

(湛
水

直
播

・
鉄

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

）

種
子

処
理

浸
漬

鉄
ｺ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ

浸
漬

鉄
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
と

同
時

に
種

子
処

理

浸
漬

鉄
ｺ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ

種
子

処
理

種
子

鉄
粉

+焼
石

膏
種

子
処

理
剤

種
子

種
子

処
理

剤

種
子

鉄
粉

+焼
石

膏

鉄
粉

+焼
石

膏

種
子

処
理

剤
＋

種
子

被
覆

剤

１
．

浸
種

前
の

種
子

処
理

２
．

浸
種

後
鉄

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

中
の

種
子

処
理

３
．

浸
種

後
鉄

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

後
の

種
子

処
理

25
26

27
28
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ル
ー
チ
ン

FS
イ
ネ
い

も
ち
病
に
対
す
る
効
果

P
ag

e 
29

• P
re

se
nt

at
io

n 
Ti

tle

い
ず

れ
の

処
理

方
法

、
薬

量
に

お
い

て
、

い
も

ち
病

（
葉

い
も

ち
）

に
対

し
、

十
分

な
効

果
が

認
め

ら
れ

た
。

実
用

上
問

題
と

な
る

よ
う

な
薬

害
は

観
察

さ
れ

な
か

っ
た

。

平
成

26
年

東
北

農
業

研
究

セ
ン

タ
ー

葉
い

も
ち

：
中

発
生

品
種

：
萌

え
み

の
り

播
種

：
4月

15
日

調
査

：
7月

23
日

ル
ー

チ
ン

FS
処

理
：

4月
1日

乾
燥

籾
に

塗
沫

処
理

、
4月

7日
鉄

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

造
粒

時
の

塗
沫

処
理

、
4月

18
日

鉄
コ

ー

テ
ィ

ン
グ

種
子

へ
の

吹
き

付
け

処
理

A
粒

剤
処

理
：

6月
23

日
02040608010
0

防除価

ル
ー

チ
ン

FS
原

液
30

m
l

/乾
籾

1k
g

浸
種

後
鉄

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

造
粒

ル
ー

チ
ン

FS
2倍

60
m

l
/乾

籾
1k

g
鉄

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

造
粒

時
塗

沫
処

理

ル
ー

チ
ン

FS
2倍

30
m

l
/乾

籾
1k

g
鉄

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

種
子

へ
の

吹
き

付
け

処
理

ル
ー

チ
ン

FS
2倍

60
m

l
/乾

籾
1k

g
鉄

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

種
子

へ
の

吹
き

付
け

処
理

対
照

A
粒

剤
3k

g/
10

a

キ
ラ
ッ
プ
シ
ー
ド

FS
イ

ネ
ミ

ズ
ゾ

ウ
ム
シ
に
対
す
る
効
果

平
成

27
年

日
本

植
物

防
疫

協
会

茨
城

研
究

所
発

生
状

況
：

少
発

生
品

種
：

コ
シ

ヒ
カ

リ
播

種
：

4月
28

日

処
理

：
は

種
前

（
浸

種
前

）
塗

沫
処

理
、

3月
6日

鉄
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
造

粒
時

塗
沫

処
理

、
3月

17
日

鉄
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
種

子
へ

の
吹

き
付

け
処

理
：

3月
23

日
調

査
：

5月
28

日
（

成
虫

：
20

0
株

）
、

6月
19

日
（

幼
虫

・
繭

数
：

12
株

）

0
20

40

成
虫

数

幼
虫

・
繭

数

1.
5倍

60
m

l/乾
籾

1k
g

鉄
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
種

子
へ

の
吹

付
け

処
理

1.
5倍

60
m

l/乾
籾

1k
g

鉄
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
造

粒
時

塗
沫

処
理

原
液

40
m

l/乾
籾

1㎏
は

種
前

（
浸

種
前

）
塗

沫
処

理

無
処

理

原
液

20
m

l/乾
籾

1㎏
は

種
前

（
浸

種
前

）
塗

沫
処

理

1.
5倍

30
m

l/乾
籾

1k
g

鉄
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
造

粒
時

塗
沫

処
理

P
ag

e 
30

い
ず

れ
の

処
理

方
法

、
薬

量
に

お
い

て
も

イ
ネ

ミ
ズ

ゾ
ウ

ム
シ

に
対

し
て

実
用

上
十

分
な

効
果

が
み

と
め

ら
れ

た
。

キ
ラ
ッ
プ
シ
ー
ド

FS
イ
ネ
ミ

ズ
ゾ
ウ
ム
シ
に
対
す
る

効
果

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

6月
9日

平
成

29
年

度
バ

イ
エ

ル
ク

ロ
ッ

プ
サ

イ
エ

ン
ス

社
内

試
験

（
茨

城
）

品
種

：
コ

シ
ヒ

カ
リ

発
生

状
況

：
多

発
生

播
種

日
5月

2日
処

理
日

：
4月

13
日

（
鉄

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

中
処

理
）

調
査

日
：

6月
9日

（
播

種
38

日
後

）
、

6月
27

日
（

播
種

56
日

後
）

P
ag

e 
31

無 処 理 区 キ ラ ッ プ シ ー ド 処 理 区
6月

27
日

品
種

別
安

全
性

こ
れ

ま
で

の
試

験
で

下
記

品
種

で
は

実
用

上
問

題
に

な
る

薬
害

は
確

認
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag
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ル
ー
チ
ン

FS
キ
ラ
ッ
プ
シ
ー
ド

FS
浸
種
前
塗
沫
処
理

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ナ

ツ
ミ
ノ
リ
、
ひ
と
め
ぼ
れ
、
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
、
萌
え
み
の
り
、
ゆ
め
あ

か
り

あ
き

た
こ

ま
ち

、
き

ぬ
む

す
め

、
こ

し
い

ぶ
き

、
コ

シ
ヒ

カ
リ

、
ひ

と
め

ぼ
れ

、
て

ん
こ

も
り

、
萌

え
み

の
り

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
中

の
処
理

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ひ

と
め
ぼ
れ
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
ま
な

む
す
め
、
萌
え
み
の
り

あ
き

た
こ

ま
ち

、
き

ぬ
む

す
め

、
こ

し
い

ぶ
き

、
コ

シ
ヒ

カ
リ

、
は

え
ぬ

き
、

萌
え

み
の

り

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
後

の
処
理

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
、
萌
え
み
の
り
、
ゆ
め

あ
か
り

こ
し

い
ぶ

き
、

コ
シ

ヒ
カ

リ

29
30

31
32
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各
種
播

種
機
へ
の
適
用
性

• B
ay

er
 G

ro
up
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:3
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em

pl
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e 
• J

an
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ry
 2

01
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P
ag
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乗
用
播
種
機

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

A
ge

nd
a/

C
on

te
nt

日
本

農
業

の
課

題

世
界

に
お

け
る

種
子

処
理

日
本

に
お

け
る

種
子

処
理

水
稲

種
子

処
理

の
概

要

直
播

水
稲

で
の

種
子

処
理

移
植

水
稲

で
の

種
子

処
理

水
稲
種

子
処
理
の
方
法

P
ag

e 
35

• P
re

se
nt

at
io

n 
Ti

tle

浸
漬

種
子

処
理

播
種

種
子

処
理

浸
漬

播
種

塗
沫

：
種

子
処

理
剤

＋
種

子
被

覆
剤

塗
沫

：
種

子
処

理
剤

（
は

と
胸

状
態

の
種

子
）

１
．

浸
種

前
処

理

２
．

浸
種

後
処

理

水
稲

種
子

処
理
の
メ
リ
ッ
ト

P
ag

e 
36

• P
re

se
nt

at
io

n 
Ti

tle

2月
(3

月
)

-
4月

5月
6 

月
7月

省
力

化

葉
い

も
ち

水
面

施
用

種
子

処
理

育
苗

箱
粒

剤
処

理


薬

剤
処

理
を

農
閑

期
に

移
行

。
育

苗
期

の
作

業
を

軽
減

。


省

力
化

に
よ

り
大

規
模

化
が

可
能

と
な

る

33
34

35
36
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種
子
処

理
の
方
法

種
子

粉
衣

器
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ミ

キ
サ

ー

種
籾
と
薬
剤
を
混
和
す
る
こ
と
で
、
種
子
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

処
理

量
/時

80
-1

00
 k

g
12

0-
25

0 
kg

3-
4 

t

使
用
場
面

農
家
、
小
規
模
施
設

農
家
、
小
規
模
施
設

大
規
模
施
設

大
型

処
理

機

水
稲
種
子
処
理

浸
漬

時
の

薬
剤
流
亡
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る

P
ag

e 
38

• P
re

se
nt

at
io

n 
Ti

tle

種
子

種
子

処
理

剤
＋

種
子

被
覆

剤

水
稲

種
子

処
理

で
は

浸
漬

時
の

薬
害

流
亡

を
防

ぐ
必

要
が

あ
る

種
子


適

切
な

原
体

の
選

定


適

切
な

製
剤

種
子

処
理

用
の

製
剤

技
術

通
常

の
製

剤
技

術

ル
ー

チ
ン

FS
の

浸
種

時
の

流
亡

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
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浸
漬

条
件

で
の

流
亡

抑
制

効
果

確
認

試
験

15
℃

30
℃

浸
種

水
へ

の
有

効
成

分
流

亡
は

十
分

に
低

か
っ

た

0

0.
1

0.
2

0.
3

0.
4

0.
5

1
2

3
4

5
6

7
8

流亡率/ %

/日

バ
イ

エ
ル

ク
ロ

ッ
プ

サ
イ

エ
ン

ス
社

内
試

験
（

茨
城

）

種
子

処
理

条
件

処
理

量
：

30
 m

l/k
g種

子
処

理
方

法
：

浸
種

前
塗

沫
処

理
処

理
種

子
の

乾
燥

時
間

：
4日

間

浸
漬

条
件

15
℃

x7
日

間
30

℃
x2

4時
間

*排
水
は
適
切
に
処
理

し
て
く
だ
さ
い

ル
ー

チ
ン

FS
処

理
種

子
へ

の
発

芽
影

響

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
40

薬
剤

処
理

種
子

の
発

芽
試

験

バ
イ

エ
ル

ク
ロ

ッ
プ

サ
イ

エ
ン

ス
社

内
試

験
（

茨
城

）
品

種
：

コ
シ

ヒ
カ

リ
処

理
方

法
: 浸

種
前

塗
沫

処
理

浸
漬

：
12

℃
8日

間
発

芽
試

験
条

件
20

℃
x1

2時
間

＋
30

℃
x1

2時
間

0%20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

イ
ソ

チ
ア

ニ
ル

18
%

FS
30

 m
l/k

g種
子

無
処

理

5日
目

発
芽

勢
14

日
目

発
芽

率
腐

敗
率

発
芽

率
へ

の
影

響
は

観
察

さ
れ

な
か

っ
た

発
芽
率

37
38

39
40
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ル
ー
チ
ン

FS
イ

ネ
い

も
ち

病
に

対
す

る
効

果

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag
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薬
効

及
び

残
効

の
検

討

バ
イ

エ
ル

ク
ロ

ッ
プ

サ
イ

エ
ン

ス
社

内
試

験
（

宮
城

）
品

種
：

ひ
と

め
ぼ

れ
播

種
量

：
15

0 
g/
箱

培
土

：
三

研
培

土
処

理
日

：
3月

31
日

（
種

子
塗

沫
）

4月
10

日
（

播
種

時
処

理
）

種
子

消
毒

：
テ

ク
リ

ー
ド

C
x2

00
浸

漬
（

浴
比

1:
2,

 1
4℃

）
播

種
日

：
4月

10
日

移
植

日
：

5月
10

日
感

染
源

設
置

日
：

7月
1日

発
生

状
況

：
多

発
生

7月
16

日
（

移
植

67
日

後
）

7月
23

日
（

移
植

74
日

後
）

8月
6日

（
移

植
88

日
後

）

0510152025

1
2

3
5

ル
ー

チ
ン

FS
15

 m
l/k

g種
子

無
処

理
ル

ー
チ

ン
FS

30
 m

l/k
g種

子
ル

ー
チ

ン
ア

ド
ス

ピ
ノ

箱
粒

剤
50

 g
/箱

発
病

度

箱
処

理
剤

と
同

等
の

薬
効

と
残

効
が

確
認

さ
れ

た

ル
ー
チ
ン

FS
育

苗
期

間
中
の
安
全
性

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag
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黄
化

葉
先

枯
生

育
葉

齢
マ

ッ
ト

強
度

に
対

す
る

影
響

無
処

理
-

-
-

2.
5

-
ル

ー
チ

ン
FS

15
 m

l/k
g種

子
-

-
-

2.
8

-

ル
ー

チ
ン

FS
30

 m
l/k

g種
子

-
-

-
2.

8
-

ル
ー
チ
ン
ア
ド
ス
ピ

ノ
箱
粒
剤

50
 g

/箱
-

-
-

2.
3

-

試
験

期
間

中
を

通
じ

て
顕

著
な

薬
害

は
観

察
さ

れ
な

か
っ

た

バ
イ

エ
ル

ク
ロ

ッ
プ

サ
イ

エ
ン

ス
社

内
試

験
（

宮
城

）
品

種
：

ひ
と

め
ぼ

れ
播

種
量

：
15

0 
g/
箱

培
土

：
三

研
培

土
処

理
日

：
3月

31
日

（
浸

種
前

種
子

塗
沫

）
4月

10
日

（
播

種
時

処
理

）
種

子
消

毒
：

テ
ク

リ
ー

ド
C

x2
00

浸
漬

（
浴

比
1:

2,
 1

4℃
）

播
種

日
：

4月
10

日

ル
ー
チ
ン

FS
品
種
別

安
全
性

こ
れ

ま
で

の
試

験
で

下
記

品
種

で
は

実
用

上
問

題
に

な
る

薬
害

は
確

認
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。 ●浸
種

前
塗

沫
処

理

ゆ
め

あ
か

り
、

ナ
ツ

ミ
ノ

リ
、

キ
ヌ

ヒ
カ

リ
、

コ
シ

ヒ
カ

リ
、

ひ
と

め
ぼ

れ
、

ヒ
ノ

ヒ
カ

リ

●浸
種

後
塗

沫
処

理

ナ
ツ

ミ
ノ

リ
、

は
え

ぬ
き

、
キ

ヌ
ヒ

カ
リ

、
コ

シ
ヒ

カ
リ

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3
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em

pl
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ry
 2

01
6
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ま
と

め


種
子
処
理
に
よ
り
既
存
の
防
除
技
術
と
同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
た
。

十
分
な
実
用
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。


種
子
処
理
に
よ
り
省
力
化
と
作
業
平
準
化
が
期
待
さ
れ
る
。
大
規

模
化
や
コ
ス
ト
削
減
等
の
水
稲
農
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
将

来
の
基
幹
防
除
技
術
と
し
て
有
用
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

• B
ay

er
 G

ro
up

 4
:3

 T
em

pl
at

e 
• J

an
ua

ry
 2

01
6

P
ag

e 
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41
42

43
44
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「
農

研
機

構
」
は

国
立

研
究

開
発

法
人

農
業

・
食

品
産

業
技

術
総

合
研

究
機

構
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ネ

ー
ム

で
す

。

畑
作

の
耕

起
・
畝

成
形

機
の

現
状

と
薬

剤
施

用
法

農
研

機
構

中
央

農
業

研
究

セ
ン

タ
ー

生
産

体
系

研
究

領
域

作
業

技
術

G
深

山
大

介

◆
耕

う
ん

①
反

転
耕

プ
ラ

ウ
な

ど
で

土
壌

を
起

こ
し

て
反

転
（
耕

起
）
、

砕
土

機
で

土
塊

を
砕

く
。

②
か

く
は

ん
耕

ロ
ー

タ
リ

な
ど

で
耕

す
。

く
し

削
る

よ
う

に
土

壌
を

切
削

。
＜

生
物

生
産

機
械

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
定

義
＞

プ
ラ

ウ
バ

ー
チ

カ
ル

ハ
ロ

ー
の

ク
ラ

ン
ブ

ル
ロ

ー
ラ

ー
バ

ー
チ

カ
ル

ハ
ロ

ー
の

縦
軸

回
転

爪

ロ
ー

タ
リ

耕
う

ん
作

業
機

■
整

地

・
播

種
お

よ
び

移
植

床
造

成
の

た
め

に
行

う
土

壌
処

理
方

法
全

体
を

指
す

。
（
砕

土
、

均
平

、
鎮

圧
、

畝
成

形
な

ど
）

・
雑

草
や

前
作

の
残

渣
な

ど
を

土
中

に
埋

没
さ

せ
る

。

・
種

子
、

苗
の

発
根

、
発

芽
、

出
芽

、
活

着
に

好
適

な
土

壌
の

物
理

条
件

を
作

る
。 「

生
物

生
産

機
械

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
よ

り
引

用

耕
う

ん
整

地

レ
ー

ザ
ー

レ
ベ

ラ
に

よ
る

均
平

（
水

稲
乾

田
直

播
前

）
畝

成
形

（
キ

ャ
ベ

ツ
定

植
前

）

耕
う

ん
か

ら
播

種
ま

で
の

省
力

化

作
業

能
率

向
上

、
降

雨
リ

ス
ク

軽
減

「
耕

う
ん

後
の

降
雨

で
し

ば
ら

く
播

種
で

き
な

い
。

。
。

」

例
え

ば
大

豆
の

場
合

、
○

一
戸

あ
た

り
の

作
付

面
積

は
増

加
、

規
模

拡
大

が
進

む
。

○
規

模
拡

大
の

進
展

と
と

も
に

10
ａ
あ

た
り

労
働

時
間

は
減

少
傾

向
。

○
耕

起
～

播
種

の
作

業
が

労
働

時
間

の
25

%
を

占
め

る
。

（
農

林
水

産
省

「
大

豆
を

め
ぐ

る
事

情
（
平

成
29

年
）
」
）

大
豆

の
投

下
労

働
時

間
の

推
移

農
林

水
産

省
「
大

豆
を

め
ぐ

る
事

情
（
平

成
29

年
）
」
よ

り
抜

粋

播
種

ま
で

含
め

た
１

工
程

化
～

耕
う

ん
畝

立
て

播
種

作
業

な
ど

1
2

3
4
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◆
耕

う
ん

、
畝

成
形

ダ
イ

ズ
を

例
と

し
て


作

業
上

の
制

約
条

件
な

ど


転
換

田
で

の
栽

培
が

８
５

％
。

→
排

水
不

良
。


播

種
か

ら
生

育
初

期
が

梅
雨

。
→

湿
害

発
生

圃
場

の
過

湿
、

湿
害

へ
の

対
応

が
不

可
避

田
作
割
合

田
作

畑
（
％
）

全
国

1
1
1
5
0
0

1
9
6
0
0

8
5

北
海
道

1
5
1
0
0

1
2
0
0
0

5
6

都
府
県

9
6
4
0
0

7
5
6
0

9
3

北
陸

1
2
4
0
0

6
3
8

9
5

2
4
年
度

大
豆
作
付
面
積
（
h
a
)

■
ダ

イ
ズ

作
付

け
圃

場
の

内
訳


耕

う
ん

、
畝

成
形

に
は

悪
条

件
下

の
作

業
や

、
適

切
な

土
壌

状
態

を
維

持
で

き
る

技
術

が
求

め
ら

れ
る

。

ダ
イ

ズ
の

湿
害

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

0
1

2
3

4

水
浸

時
間

（
ｈ

）

出芽率（％）

大
豆
出
芽
率

（
農

業
技

術
体

系
作

物
編

６
）

①
大

豆
が

発
芽

前
に

湛
水

す
る

と
出

芽
率

が
大

き
く
低

下
②

大
豆

の
生

育
に

適
す

る
地

下
水

位
：
3
0
-
4
0
c
m

石
川
県
松
任
市

出
芽

障
害

、
出

芽
数

不
足

ダ
イ

ズ
の

乾
燥

害

大
豆

は
種

子
が

大
き

く
吸

水
量

が
多

い
作

物

新
潟
県
上
越
市

耕
う
ん
作
業
後
、
数
日
後
に
播
種

発
芽

時
の

種
子

吸
水

不
足

に
よ

る
発

芽
不

良

mg

砕
土

と
発

芽

砕
土

が
悪

い
場

合
①

種
子

と
の

接
触

が
少

な
く
、

水
分

移
動

し
に

く
い

。
（
鎮

圧
し

て
も

土
壌

と
種

子
が

接
触

し
ず

ら
い

）
②

播
種

深
度

が
一

定
に

な
り

に
く
い

。
③

大
き

な
土

塊
が

種
子

の
上

に
な

る
と

発
芽

し
に

く
い

。

北
海

道
農

業
試

験
場

栽
培

指
針

で
は

砕
土

率
6
0
～

7
0
％

以
上

砕
土

率
＝

２
c
m

以
下

土
塊

の
重

量
割

合

土
塊

：
大

土
塊

：
小

5
6

7
8
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ダ
イ

ズ
の

耕
う

ん
・
畝

立
て

方
法

１
．
耕
起
・
畝
立
て

１
）
普
通
耕
う
ん
（
1
0
-
1
2
c
m
）

２
）
浅
耕
(
5
-
1
0
c
m
以

下
）

３
）
部
分
耕

４
）
深
耕
(
1
5
c
m
程

度
）

２
．
不
耕
起
栽
培

耕
う
ん
方
法
・
深
さ

耕
う

ん
深

さ

不
耕

起
浅

耕
部

分
耕

普
通

耕
深

耕

水
を

通
し

に
く
い

層

浅
耕

普
通
耕

耕
深

水
（
降

水
量

）

湿
害
（
大
）

地
耐
力

走
行
性
（
良
）

所
要
動
力
（
大
）

麦
後
の
土
壌
構
造
利
用

確
実
な
表
面
排
水

土
壌

条
件

に
応

じ
た

耕
起

・
畝

立
て

播
種

技
術

山
形

鎮
圧

輪

湿
害

？
Y
e
s

畝
立

て
不

耕
起

1
工

程
？

麦
後

？ N
o

N
o
/
Y
e
s

Y
e
s

Y
e
s

汎
用

不
耕

起
小

明
渠

浅
耕

ﾄﾘ
ﾌ
ﾟﾙ

ｶ
ｯ
ﾄ

乾
田

不
耕

起

中
央

農
研

つ
く
ば

､専
用

機

三
菱

､専
用

機
､ﾛ

ｰ
ﾀ
ﾘ
ﾍ

ﾞｰ
ｽ

近
中

四
農

研
、

中
耕

機
ﾍ

ﾞｰ
ｽ

､
爪

入
手

不
可耕

う
ん

方
法

浅
耕

畝
立

て

麦
畝

利
用

浅
耕

播
種

麦
畝

利
用

不
耕

起

小
畦

立
て

お
凸

つ
あ

ん

近
乗

く
ん

重
粘

？
(砕

土
)

耕
う

ん
同

時
畝

立
て

ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
ｶ
ｯ
ﾄ

爪
畝

立
て

ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
ｶ
ｯ
ﾄﾛ

ｰ
ﾀ
ﾘ

中
央

農
研

北
陸

､松
山

､
ｱ

ｯ
ﾌ
ﾟｶ

ｯ
ﾄﾛ

ｰ
ﾀ
ﾘ

Y
e
s/

N
o

N
o

ク
ラ

ス
ト

覆
土

前
鎮

圧

乾
燥

･湿
害

ﾂ
ｰ

ｳ
ｪｲ

ﾛ
ｰ

ﾀ
ｰ

有
芯

部
分

耕

深
耕

･鋤
込

佐
賀

県
、

み
の

る
利

用

福
岡

県
、

短
い

爪

滋
賀

県
、

ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
ｶ
ｯ
ﾄ爪

配
列

中
央

農
研

、
三

重
県

ﾛ
ｰ

ﾀ
ﾘ
用

溝
切

り
部

品

岩
手

県
､ﾄ

ﾞﾗ
ｲ
ﾌ
ﾞﾊ

ﾛ
ｰ

ﾍ
ﾞｰ

ｽ
、

自
作

ヰ
セ

キ
､ﾄ

ﾞﾗ
ｲ
ﾌ
ﾞﾊ

ﾛ
ｰ

ﾍ
ﾞｰ

ｽ
､製

品

大
分

県
､ﾀ

ﾞｳ
ﾝ
ｶ
ｯ
ﾄ､

鉄
工

所
成

型
器

福
井

県
､小

橋
工

業

東
北

農
研

北
農

研

九
沖

農
研

､ｱ
ｸ
ﾞﾘ

テ
ク

ノ

３
粒

播
種 福
岡

県

（
細

川
、

大
豆

3
0
0
A

研
究

成
果

よ
り

）

◆
耕

う
ん

同
時

畝
立

て
播

種
中

央
農

業
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
北

陸
研

究
セ

ン
タ

ー

普
通

耕
深

ア
ッ

プ
カ

ッ
ト

ロ
ー

タ
リ

播
種

ま
で

１
工

程
作

業

3
9
都

道
府

県
、

1
2
0
0
0
h
aに

普
及

9
10

11
12
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耕
う

ん
同

時
畝

立
て

播
種

技
術

の
目

的
・
特

徴

①
湿

害
軽

減
（
発

芽
時

，
生

育
時

）

②
乾

燥
害

軽
減

③
砕

土
率

向
上

④
降

雨
リ

ス
ク

回
避

作
業

能
率

向
上

→
畝

立
て

→
耕

う
ん

と
同

時
に

播
種

（
湿

っ
た

状
態

で
播

種
）

→
ア

ッ
プ

カ
ッ

ト
（
逆

転
）
ロ

ー
タ

リ

ホ
ル

ダ
ー

型
ア

ッ
プ

カ
ッ

ト
ロ

ー
タ

リ
に

よ
る

耕
う

ん
同

時
畝

立
て

播
種

技
術

の
開

発

→
１

工
程

作
業

機

構
造

ア
ッ

プ
カ

ッ
ト

ロ
ー

タ
リ

の
耕

起
断

面

回
転

方
向

ゴ
ム

カ
バ

ー
ス

ク
リ

ー
ン

整
地

板

細
か

い
土

粗
い

土
進

行
方

向

縦
１

ヶ
所縦

４
ヶ

所


市

販
ア

ッ
プ

カ
ッ

ト
（
フ

ラ
ン

ジ
型

）

耕
う

ん
軸

耕
う

ん
爪

※
１

枚
の

フ
ラ

ン
ジ

に
４

本
の

爪

※
1
箇

所
１

本
、

取
付

方
向

変
更

可
。


改

良
型

ア
ッ

プ
カ

ッ
ト

（
ホ

ル
ダ

ー
型

）

耕
う

ん
軸

耕
う

ん
爪

砕
土

性
向

上
＋

土
移

動

作
用

耕
う

ん
爪

の
曲

が
り

の
方

向
に

土
塊

飛
散

爪
配

列
の

向
き

を
そ

ろ
え

耕
う

ん
と

同
時

に
畝

立
て 細

か
い

土

粗
い

土

作
業

上
の

効
果


標

準
配

列
の

爪
＋

成
型

板
で

は
、

草
の

絡
ま

り
や

高
水

分
で

練
返

し
が

生
じ

る
。


耕

う
ん

同
時

畝
立

て
は

、
問

題
な

し

13
14

15
16
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ロ
ー

タ
リ

の
種

類
と

表
層

の
砕

土
状

態

ダ
ウ
ン
カ
ッ
ト

ア
ッ
プ
カ
ッ
ト

比
較

試
験

（
ダ

イ
ズ

、
仙

台
市

、
転

作
畑

）

耕
う

ん
同

時
畝

立
て

（
畝

の
部

分
は

白
く
乾

き
、

発
芽

良
好

）

野
菜

用
の

耕
う

ん
後

畝
立

て
（
表

層
粗

く
、

発
芽

し
て

い
な

い
）

圃
場

全
体

が
湿

潤

耕
う

ん
同

時
畝

立
て

耕
う

ん
同

時
畝

立
て

の
効

果


播

種
位

置
が
高

い
た
め
、
湿

害
が
回

避
で
き
る

畝
畝

間

畝
立

て
播

種
慣

行
耕

う
ん

地
下

水

地
下

水
位

地
下

水
位

播
種

位
置

の
違

い
地

表
面

地
表

面

地
表

面

７
月

１
１
日

新
潟

県
十

日
町

慣
行

（
耕

う
ん
後

播
種

）
耕

う
ん
同

時
畝

立
て

苗
立
ち
の
安
定
＋
生
育
の
向
上

17
18

19
20
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耕
う

ん
同

時
畝

立
の

適
用

拡
大

大
豆

３
条

野
菜

用
高

畝
畝

立
て

マ
ル

チ
＋

α

そ
ば

・
麦

大
豆

２
条

大
豆

畝
立

て
密

植

エ
ダ

マ
メ

用
耕

う
ん

同
時

畝
立

て
マ

ル
チ

播
種

◆
小

畦
立

て
播

種
機

岩
手

県
農

業
研

究
セ

ン
タ

ー
1
0
列

（
2
0
枚

）
9
列

（
1
8
枚

）
1
0
列

（
2
0
枚

）


ド

ラ
イ

ブ
ハ

ロ
ー

の
爪

配
列

を
変

え
て

小
畝

立
て

、
播

種
。


岩

手
県

で
10

00
ha

を
超

え
る

普
及

面
積

。

普
通

耕
深

ド
ラ

イ
ブ

ハ
ロ

ー
播

種
ま

で
２

工
程

作
業

◆
小

明
渠

浅
耕

播
種

機
三

重
県

農
業

研
究

所
、

農
研

機
構

中
央

農
研

種
子

位
置

未
耕

部
分

小
明

渠

12cm

浅
耕

の
耕

深
約

5
c

m

作
業

幅
：
ロ

ー
タ

リ
耕

耘
幅

＋
15

～
20

cm
耕

う
ん

前
の

圃
場

表
面

浅
耕

部
分

小
明

渠
小

明
渠

浅
耕

(5
cm

)

浅
耕

：
残

渣
の

土
壌

混
和

で
ク

ラ
ス

ト
防

止
小

明
渠

：
表

面
排

水
の

促
進

で
湿

害
の

軽
減

浅
耕

、
小

明
渠

ダ
ウ

ン
カ

ッ
ト

ロ
ー

タ
リ

ー

市
販

ロ
ー

タ
リ

の
オ

プ
シ

ョ
ン

で
普

及

排
水

性
向

上
と

湿
害

軽
減

0
7
/
1
8

0
7
/
2
3

0
7
/
2
8

0
8
/
0
2

0
8
/
0
7

0
8
/
1
2

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

含水比（％d.b.）
02
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

降水量（mm）

浅
耕

+
1
.5

m
間

隔
小

明
渠

浅
耕

+
2
m

間
隔

小
明

渠
普

通
耕

+
6
m

間
隔

明
渠

逆
転

耕
+
6
m

間
隔

明
渠

降
水

量

※
土

壌
含

水
比

は
広

畦
の

中
央

部
、

深
さ

0
～

5
c
m

地
点

で
測

定
し

た
体

積
含

　
　

水
率

か
ら

換
算

し
た

値
（
土

壌
水

分
セ

ン
サ

ー
:D

e
c
ag

o
n
社

E
C

H
O

-
1
0
)

※
三

重
県

安
濃

町
灰

色
低

地
土

圃
場

フ
ク

ユ
タ

カ
、

播
種

日
2
0
0
4
年

7
月

2
3
日

種
子

位
置

未
耕

部
分

小
明

渠

12cm

浅
耕

の
耕

深
約

5
c
m

小
明

渠
間

隔
2
m

耕
う

ん
前

の
圃

場
表

面
浅

耕
部

分

広
畦

部
分

小
明

渠
作

溝
と

広
畦

成
形

に
よ

り
、

播
種

後
に

降
雨

が
多

く
て

も
、


余

剰
水

は
小

明
渠

か
ら

表
面

排
水

、


種

子
位

置
付

近
の

土
壌

は
過

湿
に

な
り

に
く
い

た
め

、
出

芽
が

安
定

21
22

23
24
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小
明

渠
浅

耕
播

種
機

の
汎

用
利

用

水
稲

コ
ム

ギ

ダ
イ

ズ

除
草

剤
同

時
施

用

薬
液

タ
ン

ク

散
布

ノ
ズ

ル

鎮
圧

ロ
ー

ラ

◆
そ

の
他

、
ダ

イ
ズ

の
耕

う
ん

、
畝

立
て

技
術

富
山

県
で

普
及

、
ド

ラ
イ

ブ
ハ

ロ
ー

ベ
ー

ス
ド

ラ
イ

ブ
ハ

ロ
ー

ベ
ー

ス
、

カ
バ

ー
外

し
て

培
土

板

北
陸

イ
セ

キ
「
お

凸
つ

あ
ん

」
栃

木
県

日
光

方
式

大
分

県
農

林
水

産
研

究
セ

ン
タ

ー

簡
易

な
培

土
板

や
リ

ッ
ジ

ャ
を

使
用

栃
木

県
さ

く
ら

市
方

式

溝
切

り
方

式
。

簡
易

構
造

で
3万

円
で

実
現

。

◆
デ

ィ
ス

ク
式

中
耕

除
草

機
（
培

土
機

）


梅

雨
時

の
湿

潤
状

態
で

の
中

耕
・
培

土
対

策
。

適
期

を
逃

さ
な

い
。


受

託
作

業
増

加
で

､高
能

率
化

の
要

望
が

強
い

。

前
列

後
列

デ
ィ

ス
ク

が
前

後
に

2列
配

置


中

耕
培

土
仕

様

 １
列

目
軽

く
培

土

株
元
ま

で
培
土

断
面

A

断
面

B
平

面
図

 

進 行 方 向
 

２
列
目

 

A
→

 

B
→

 

 

２
列
目

 

１
列
目

平
面

図
 

断
面

A

断
面

B

軽
く
培

土

中
央
に

押
し
戻
す

進 行 方 向
 

A
→

 B
→

 


作

物
生

育
初

期
仕

様

株
元

ま
で

培
土

（
畝

状
に

）

土
を

畝
間

に
か

き
戻

す
中

耕
ロ

ー
タ

リ
ー

の
2倍

の
能

率

25
26

27
28
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◆
大

豆
用

高
速

畝
立

て
播

種
機

（
農

研
機

構
農

業
技

術
革

新
工

学
研

究
セ

ン
タ

ー
）

最
新

技
術

デ
ィ
ス
ク
式

畝
立
て
機
構

播
種
ユ
ニ
ッ
ト

緊
プ

ロ
事

業
（
農

水
省

）


高

速
作

業


湿
潤

土
壌

対
応

大
豆

用
高

速
畝

立
て

播
種

機
特

徴

中
耕

播
種

播
種

ユ
ニ

ッ
ト

取
り

外
し


播

種
・
中

耕
兼

用


畝
内

施
肥

大
豆

用
高

速
畝

立
て

播
種

機
湿

潤
土

壌
適

応

従
来
技
術

種
子
の
表
面
露
出
8
%

種
子
の
表
面
露
出
な
し

畝
立

て
困

難

開
発
機


5k

m
/h

以
上

の
播

種
作

業
、

42
a/

hの
作

業
量

。


適
切

な
播

種
深

、
播

種
精

度
。

収
量

は
従

来
機

同
等

。

◆
耕

う
ん

・
畝

立
て

播
種

と
薬

剤
施

用


除
草

剤
同

時
施

用
の

例

薬
液

タ
ン

ク

散
布

ノ
ズ

ル

←
耕

う
ん

同
時

畝
立

て
播

種
機

＋
マ

ル
チ

ャ
ー

さ
ら

に
除

草
剤

散
布

も
し

た
い

が
。

。
。


現

場
で

は
ブ

ー
ム

ス
プ

レ
イ

ヤ

↑
大

規
模

水
田

営
農

の
例


ハ

イ
ク

リ
ブ

ー
ム


大

区
画

化
圃

場


水
稲

、
ム

ギ
、

ダ
イ

ズ
で

使
用

29
30

31
32
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◆
野

菜
作

に
お

け
る

耕
う

ん
・
畝

立
て

・
移

植


機

械
化

の
た

め
の

標
準

的
様

式
（
新
農
業
機
械
実
用
化
促
進
株
式
会
社

HP
よ

り
引

用
）

作
物

畝
幅

畝
高

株
間

キ
ャ

ベ
ツ

(4
5c

m
)

、
60

cm
0～

20
cm

30
～

45
cm

ハ
ク

サ
イ

60
cm

0～
20

cm
30

～
50

cm

ネ
ギ

90
cm

、
12

0c
m

10
～

25
cm

2～
4c

m

移
植

機
管

理
機

（
ビ

ー
ク

ル
）

収
穫

機

畝
立

て
作

業
の

例


成

形
板

に
よ

る
台

形
畝


溝

切
り

に
近

い
イ

メ
ー

ジ


ロ

ー
タ

リ
ー

（
撹

拌
部

）
に

畝
成

形
板

を
装

着


い
ず

れ
も

事
前

に
耕

う
ん

が
必

要


同
時

に
施

肥
、

施
薬

を
行

う
こ

と
も

。

施
肥

ユ
ニ

ッ
ト

◆
う

ね
内

部
分

施
用

機

農
研

機
構

・
井

関
農

機
㈱

う
ね

内
部

分
施

用

肥
料

や
農

薬
等

を
う

ね
の

中
央

部
だ

け
に

帯
状

に
土

壌
と

混
和


作

物
が

必
要

と
す

る
部

分
に

肥
料

混
和


施

肥
量

を
30

～
50

%
削

減
可

能


肥

料
の

流
亡

が
少

な
い

資
材

混
合

部
分

う
ね

キ
ャ
ベ
ツ
・
ハ
ク
サ
イ
等

野
菜

苗

う
ね

資
材

混
合

部
分

キ
ャ
ベ
ツ
・
ハ
ク
サ
イ
等

野
菜

苗

う
ね

資
材

混
合

部
分

キ
ャ
ベ
ツ
・
ハ
ク
サ
イ
等

野
菜

苗

う
ね
内

局
所

施
用

法
全

面
全

層
施

肥
法

う
ね
内

部
分

施
用

法

従
来

技
術

従
来

技
術

事
前

に
ブ

ロ
キ

ャ
ス

か
ラ

イ
ム

ソ
ワ

で
全

面
に

肥
料

散
布

畝
立

て
時

に
導

管
で

肥
料

を
局

所
施

用

畝
間

な
ど

の
肥

料
が

余
剰

、
蓄

積
、

流
亡

。
肥

料
が

局
所

、
初

期
生

育
に

ば
ら

つ
き

、
導

管
の

つ
ま

り
な

ど
。

33
34

35
36
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う
ね

内
部

分
施

用
機

の
仕

組
み

デ
ィ

ス
ク


2枚

の
デ

ィ
ス

ク
で

混
合

部
を

制
限

す
る

単
う
ね
の
時 肥
料
混
合
域定

植
位

置
平

う
ね
の
時

肥
料
混
合
域定

植
位

置

う
ね

内
部

分
施

用
機

作
業

の
様

子

施
薬

ユ
ニ

ッ
ト

（
粒

剤
、

粉
剤

）

施
肥

ユ
ニ

ッ
ト

導
管

（
ホ

ー
ス

）


ロ

ー
タ

ー
の

前
に

導
管

で
散

布
。


施

肥
、

施
薬

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

G
PS

に
よ

る
速

度
連

動
制

御
で

精
密

な
繰

り
出

し
。

う
ね

内
部

分
施

用
機

の
効

果

0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

無
施

用
40

kg
60

kg
12

0k
g

20
kg

30
kg

60
kg

結球重（ｇ/個）
全

面
全

層
施

肥
区

（
全

面
施

肥
＋

耕
う

ん
う

ね
立

て
）

う
ね

内
部

分
施

用
区

使
用

肥
料

：
5
5
5化

成
（
15

-
15

-
15

）

対
象

作
物

：
キ

ャ
ベ

ツ
（
Ｙ

Ｒ
青

春
２

号
）

慣
行

設
定

施
肥

量
：

1
2
0
kg

/
10

a

Ｘ
軸

数
字

は

1
0
a
当

た
り

の
施

用
量

5
0
%
削
減

う
ね

内
部

分
施

用
機

の
効

果

慣
行

の
全

面
全

層
施

肥
に

比
べ

て
、

肥
料

50
%

削
減

し
て

も
同

等
の

収
量

肥
料

代
だ

け
で

10
aあ

た
り

最
大

10
,0

00
円

程
度

の
削

減

（
屋

代
、

20
16

）

37
38

39
40
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◆
減

農
薬

に
つ

い
て

作
物

根
域

も
混

合
域

に
集

中

単
う
ね
の
時 肥
料
混
合
域定

植
位

置

混
合

域
内

に
均

一
な

肥
料

例
え

ば
、

根
こ

ぶ
病

防
除

剤
は

部
分

施
用

で
使

用
量

を
削

減
で

き
る

か
。

畝
幅

60
cm

20
cm

う
ね

内
部

分
施

用

全
面

全
層

施
用

混
合

域
を

限
定

し
て

均
一

か
つ

精
密

に
施

用
で

き
る

機
械

技
術

は
確

立
さ

れ
た

。

キ
ャ

ベ
ツ

を
対

象
と

す
る

根
こ

ぶ
病

防
除

で
、

慣
行

施
薬

量
の

1/
3で

も
防

除
効

果
を

確
認

（
※

研
究

所
内

圃
場

の
試

験
結

果
）

（
う

ね
内

部
分

施
用

機
＋

G
PS

速
度

連
動

散
布

）

う
ね

内
部

分
施

用
技

術
の

適
用

拡
大

農
薬
ホ
ッ
パ
ー

う
ね
立

て
・
成

形
機

ト
ラ
ク
タ

5
8
～

7
5
馬

力

肥
料
ホ
ッ
パ
ー 大
規

模
単

品
目

経
営

向
き

４
う
ね
用

農
薬
ホ
ッ
パ
ー

う
ね
立

て
・
成

形
機

ト
ラ
ク
タ

2
3
～

3
3
馬

力

肥
料
ホ
ッ
パ
ー

大
・
中

規
模

単
品

目
経

営
向

き

３
う
ね
用

平
う
ね
成

形
機

(
マ
ル
チ
ャ
ー
付

)

肥
料
ホ
ッ
パ
ー

農
薬
ホ
ッ
パ
ー

平
う
ね
用 中
・
小

規
模

多
品

目
経

営
向

き

ト
ラ
ク
タ

1
7
～

2
7
馬

力

う
ね
た
て
・
成

形
機

肥
料
ホ
ッ
パ
ー

農
薬
ホ
ッ
パ
ー

２
う
ね
用 中
・
小

規
模

多
品

目
経

営
向

き

ト
ラ
ク
タ

1
7
～

2
7
馬

力

肥
料
混
合
域

肥
料
混
合
域

肥
料
混
合
域

肥
料
混
合
域

◆
野

菜
用

の
高

速
局

所
施

肥
機


簡

易
な

畝
成

形
機

構


二
段

施
肥

（
畝

内
下

層
＋

畝
上

層
）

最
新

技
術

緊
プ

ロ
事

業
（
農

水
省

）
（
農

研
機

構
農

業
技

術
革

新
工

学
研

究
セ

ン
タ

ー
）


転

圧
ロ

ー
ラ

ー
で

畝
成

形


高
速

作
業


G

PS
速

度
連

動
散

布
で

精
密

野
菜

用
の

高
速

局
所

施
肥

機


施

用
位

置
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル


上

層
、

下
層

に
局

所
施

用
初

期
生

育
の

促
進


基

本
的

に
土

壌
混

和
し

な
い 上

層
施

肥
用

下
層

施
肥

用

41
42

43
44
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◆
野

菜
苗

移
植

時
の

薬
剤

施
用


乗

用
型

半
自

動
移

植
機

の
例 移
植

爪
株

元
施

用

粒
剤

散
布

装
置

◆
長

ネ
ギ

定
植

土
寄

せ

土
寄

せ

耕
う

ん
整

地

収
穫

時

定
植

直
後

乗
用

ね
ぎ

管
理

作
業

機
（
土

寄
せ

）

肥
料

散
布

機

薬
剤

散
布

機

土
寄

せ
ロ

ー
タ

リ
（

2条
）

作
条

施
用

進
行

方
向

お
わ

り
に

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

■
耕

う
ん

、
畝

成
形

、
肥

料
・
農

薬
施

用
技

術
の

今
後


畑

作
、

特
に

ダ
イ

ズ


コ
ス

ト
、

労
働

時
間

削
減

な
ど

、
大

規
模

営
農

へ
の

対
応


悪

条
件

作
業

へ
の

対
応

、
作

業
精

度
向

上
へ

の
対

応


野

菜
作


肥

料
・
農

薬
の

う
ね

内
部

分
施

用
、

局
所

施
用

技
術

が
確

立


収
量

・
品

質
向

上
、

施
肥

量
削

減
の

方
向


汎

用
利

用
に

よ
る

低
コ

ス
ト

化

45
46

47
48
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海
外

で
の

薬
剤

施
用

法
の

現
状

と
国

内
へ

の
適

用
に

お
け

る
課

題

2
0
1
7
年

9
月

1
4
日

シ
ン

ジ
ェ

ン
タ

ジ
ャ

パ
ン

(株
)

研
究

開
発

本
部

開
発

部
杉

井
信

次

本
日

の
内

容

1
.

海
外

の
薬

剤
散

布
事

情
と

比
較

し
た

、
国

内
の

散
布

事
情

の
特

徴

2
.

最
適

な
薬

剤
散

布
水

量
お

よ
び

方
法

（
海

外
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
）

3
.

将
来

の
農

業
生

産
に

寄
与

す
る

薬
剤

散
布

事
例

4
.

今
後

の
薬

剤
施

用
に

お
け

る
課

題

本
日

の
内

容

1
.

海
外

の
薬

剤
散

布
事

情
と

比
較

し
た

、
国

内
の

散
布

事
情

の
特

徴

2
.

最
適

な
薬

剤
散

布
水

量
お

よ
び

方
法

（
海

外
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
）

3
.

将
来

の
農

業
生

産
に

寄
与

す
る

薬
剤

散
布

事
例

4
.

今
後

の
薬

剤
施

用
に

お
け

る
課

題

散
布

量
の

比
較

（
殺

菌
剤

お
よ

び
殺

虫
剤

の
場

合
）
：
日

本
vs

. 
海

外
十

分
量

散
布

vs
. 
高

濃
度

少
水

量
散

布

作
物

群
作

物
日

本
の

標
準

散
布

量
(L

/h
a)

海
外

の
標

準
散

布
量

(L
/h

a)
穀
類

穀
類

60
0 

-1
,5

00
10

0 
-4

00
コ
ー
ン

コ
ー
ン

1,
00

0 
-3

,0
00

20
0 

-4
00

種
々
畑
作
物

ア
ブ
ラ
ナ

1,
00

0 
-3

,0
00

20
0 

-5
00

シ
ュ
ガ
ー
ビ
ー
ト

1,
00

0 
-3

,0
00

20
0 

-4
00

ダ
イ
ズ

ダ
イ
ズ

1,
00

0 
-3

,0
00

80
 -

20
0

ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
ー

カ
ン
キ
ツ
類

2,
00

0 
-7

,0
00

50
0 

-1
,5

00

ブ
ド
ウ

2,
00

0 
-7

,0
00

50
 -

40
0

核
果
類

2,
00

0 
-7

,0
00

10
0 

-1
,0

00
ポ
テ
ト

1,
00

0 
-3

,0
00

20
0 

-5
00

野
菜

葉
菜
類

1,
00

0 
-3

,0
00

20
0 

-8
00

果
菜
類

1,
00

0 
-3

,0
00

10
0 

-1
,5

00

1
2

3
4
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Lo
w

 W
at

er
 v

ol
um

e 

60
0 

l/h
a 

(m
id

 p
er

ip
he

ry
)

H
ig

h 
w

at
er

 v
ol

um
e 

> 
12

00
 l/

ha
(r

un
-o

ff 
w

as
 o

bs
er

ve
d)


高

水
量

は
、

高
い

浸
達

性
に

つ
な

が
る


目

標
は

、
葉

の
両

面
1
0
0
%
カ

バ
ー

す
る

こ
と


高

圧
散

布
は

、
よ

り
浸

達
性

に
寄

与
す

る


完

璧
な

防
除

に
は

、
隅

々
ま

で
散

布
す

る
こ

と
が

必
要


見

た
感

じ
が

大
切

散
布

水
量

に
関

し
て

、
よ

く
あ

る
農

家
の

信
念

少
水

量
散

布
・
・
・
こ

れ
ま

で
に

既
に

実
用

化
（
大

規
模

農
業

向
け

）

散
布

方
法

希
釈

倍
数

散
布

量
（

L/
ha

)
投

下
薬

量
(g

 a
.i.

/h
a)

通
常
散
布

X
20

00
-3

00
0

10
00

 -
12

00
83

.3
 -1

50

少
水
量

X
75

0
25

0
83

.3

褐
斑

病
防

除
の

場
合

•
同

じ
製

剤
で

、
投

下
薬

量
(g

 a
.i.

/
h
a)

が
同

等
の

場
合

に
は

、
散

布
水

量
を

違
え

て
も

実
用

的
な

効
果

が
担

保
さ

れ
る

。

•
北

海
道

の
畑

作
用

に
は

、
す

で
に

多
く

の
薬

剤
で

少
水

量
散

布
で

の
防

除
が

実
用

化
さ

れ
て

い
る

。

(注
) g

a.
i./

ha
: g

 a
ct

iv
e 

in
gr

ed
ie

nt
 / 

ha

散
布

水
量

を
違

え
た

効
果

比
較

試
験

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

90
0

無
処

理
薬

剤
A

X
40

00
 

25
00

 L
/h

a
薬

剤
A

X
83

3 
50

0 
L/

ha

異
な

る
散

布
水

量
で

の
キ

ュ
ウ

リ
に

お
け

る

ミ
カ

ン
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
に

対
す

る
効

果
比

較

1 
D

B
A

1 
D

A
A

3 
D

A
A

7 
D

A
A

15
 D

A
A

21
 D

A
A

28
 D

A
A

36
 D

A
A

●
浸

透
移

行
性

が
期

待
出

来
な

い
薬

剤
A

で
、

投
下

薬
量

を
合

わ
せ

、
国

内
慣

行
の

2
,5

0
0
 L

/
h
aで

散
布

し
た

場
合

と
海

外
標

準
の

5
0
0
 L

/
h
aで

散
布

し
た

場
合

の
キ

ュ
ウ

リ
に

お
け

る
ミ

カ
ン

キ
イ

ロ
ア

ザ
ミ

ウ

マ
に

対
す

る
効

果
比

較
を

行
っ

た
。

●
両

散
布

水
量

と
も

、
同

等
の

防
除

効
果

が
確

認
さ

れ
た

。

4植
物

5葉
当

た
り

の
成

幼
虫

数

62
.5

g 
a.

i./
ha

60
.0

g 
a.

i./
ha

シ
ン

ジ
ェ

ン
タ

ジ
ャ

パ
ン

(株
)

20
17

年

農
薬

登
録

取
得

上
の

課
題

に
も

●
海
外
で
は
、
農

薬
の

使
用

量
を

g 
a.

i. 
(a

ct
iv

e 
in

gr
ed

ie
nt

) /
ha

 で
規

定
し

て
い

る
。

本
規

定
を

適
用

し
て

い
な

い
の

は
、

日
本

・
韓

国
・

台
湾

の
み

。

●
多

国
籍

企
業

で
あ

る
弊

社
の

場
合

、
環

境
負

荷
及

び
作

業
者

安
全

の
観

点
よ

り
年

間
使

用
基

準
値

g 
a.

i./
ha

/年
の

社
内

規
定

を
設

定
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
。

日
本

の
適

用
表

で
は

、
散

布
水

量
が

一
律

に
高

水
量

で
設

定
さ

れ
て

い
る

た
め

、
散

布
回

数
の

制
限

を

要
求

さ
れ

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

仮
に

、
A
剤

(5
%

)で
、

海
外

で
の

年
間

使
用

基
準

値
が

50
0 

g 
a.

i./
ha

/年
以
下
と
設
定
さ
れ
た
場
合
、
日
本
の
登
録
条
件

10
00

倍
で

リ
ン

ゴ
（

最
大

水
量

70
00

 L
/h

a）
で

散
布

し
た

と
す

る
と

、
一

回
の

散
布

投
下

薬
量

が
35

0 
   

 
g 

a.
i./

ha
と

な
り

、
日

本
で

は
年

間
1回

の
み

の
使

用
に

限
定

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

。

●
生

産
現

場
と

し
て

は
、

生
育

時
期

に
応

じ
た

効
果

的
で

安
全

な
有

効
成

分
投

下
量

が
規

定
さ

れ
る

べ
き

で
あ

り
、

一
律

の
散

布
水

量
で

規
定

す
る

の
は

、
持

続
的

な
農

業
、

環

境
へ

の
影

響
も

勘
案

す
れ

ば
、

考
え

直
す

時
期

に
き

て
い

る
の

か
も

し
れ

な
い

。

5
6

7
8
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本
日

の
内

容

1
.

海
外

の
薬

剤
散

布
事

情
と

比
較

し
た

、
国

内
の

散
布

事
情

の
特

徴

2
.

最
適

な
薬

剤
散

布
水

量
お

よ
び

方
法

（
海

外
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
）

3
.

将
来

の
農

業
生

産
に

寄
与

す
る

薬
剤

散
布

事
例

4
.

今
後

の
薬

剤
施

用
に

お
け

る
課

題

A
p
p
lic

at
io

n
 q

u
al

it
y:

散
布

の
質

と
は

・
・
・
・
・

日
本

と
は

異
な

り
、

E
U

で
は

元
々

水
は

大
変

貴
重

で
あ

っ
た

。

正
し

い
散

布
方

法
は

、
最

善
の

防
除

効
果

を
得

る
の

に
不

可
欠

な
要

因
で

あ
る

。

化
合

物
そ

の
物

が
持

つ
活

性
と

同
様

に
、

そ
の

散
布

方
法

が
大

切
な

要
因

と
な

る
。

∵
全

散
布

液
が

、
そ

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
届

く
と

は
限

ら
な

い

×
一

部
は

、
病

害
虫

防
除

に
役

立
た

な
い

場
合

も
あ

る

×
一

部
は

、
環

境
負

荷
要

因
に

も
な

り
か

ね
な

い

×
最

終
的

に
は

、
生

産
者

の
経

済
的

不
利

益
に

も
つ

な
が

る
こ

と
に

5
0
%

P
ro

d
u
c
t 

: 
B

io
lo

gi
c
al

 r
e
su

lt
s 

1
0
0
%

5
0
%

B
as

ic
 e

ffe
ct

Ti
m

in
g 

of
 

ap
pl

ic
at

io
n

Se
t u

p 
of

 
eq

ui
pm

en
t, 

ca
lib

ra
tio

n.
N

oz
zl

es

A
p
p
lic

at
io

n
 q

u
al

it
y

散
布

の
質

基
礎

活
性

処
理

タ
イ

ミ
ン

グ
散

布
機

の
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
吐

出
量

ノ
ズ

ル
タ

イ
プ

適
切

で
な

い
散

布
が

も
た

ら
す

影
響

•
不

十
分

な
防

除
効

果

•
散

布
者

へ
の

化
合

物
暴

露
の

増
大

•
隣

接
す

る
感

受
性

作
物

へ
の

危
害

•
環

境
負

荷
の

増
大

•
作

物
残

留
リ

ス
ク

•
薬

害
増

強

•
生

産
者

か
ら

の
ク

レ
ー

ム

•
生

産
者

利
益

減

•
各

農
薬

メ
ー

カ
ー

ブ
ラ

ン
ド

に
も

傷

9
10

11
12
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散
布

の
質

に
影

響
す

る
主

要
因

•
散

布
タ

イ
ミ

ン
グ

•
散

布
方

法
：

茎
葉

散
布

、
土

壌
処

理
、

種
子

処
理

、
樹

幹
処

理
等

•
化

合
物

の
性

能
：

製
剤

型
、

作
用

機
作

、
浸

透
移

行
性

の
有

無
、

製
剤

処
方

、

作
用

性

•
作

物
の

形
状

お
よ

び
生

育
ス

テ
ー

ジ

•
標

的
病

害
虫

と
そ

の
ス

テ
ー

ジ

•
化

合
物

の
希

釈
濃

度

•
混

用
相

手
と

展
着

剤

•
天

候
：

風
速

、
気

温
、

湿
度

、
降

水

•
散

布
機

と
そ

の
取

扱
い

方
法

•
散

布
者

の
経

験
値

•
散

布
カ

バ
ー

レ
ッ

ジ

•
散

布
水

量

•
水

質

•
安

全
性

へ
の

配
慮

：
散

布
者

被
ば

く
、

環
境

負
荷

標
的

作
物

の
影

響

困
難

な
“
 作

物
群

(例
. 
ワ

ッ
ク

ス
層

を
持

つ
作

物
、

直
立

葉
の

ネ
ギ

・
タ

マ
ネ

ギ
、

過
繁

茂
状

態
)

T
im

in
g

散
布

の
質

へ
の

影
響

要
因

薬
剤

の
作

用
タ

イ
ミ

ン
グ

●
予

防
的

作
用

●
治

療
的

作
用

薬
剤

の
作

用
性

●
接

触
型

●
浸

透
移

行
型

殺
菌

剤
処

理

無
処

理

農
薬

原
体

の
諸

性
質

接
触

型
有

効
成

分

直
接

散
布

さ
れ

た
組

織
の

み
保

護
さ

れ
る

。
均

一
な

水
滴

分
布

が
必

要
。

接
触

型
薬

剤
は

、
移

行
し

な
い

。

細
ー

中
程

度
の

水
滴

が
良

9
6
 h

2
4
 h

4
8
 h

sc
al

e
 o

f 
th

e
 c

o
n
c
d
e
n
tr

at
io

n
 o

f 
th

e
 a

.i.

lo
w

h
ig

h

13
14

15
16
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農
薬

原
体

の
諸

性
質

導
管

移
行

す
る

有
効

成
分

6
 h

2
4
 h

7
2
 h

1
4
4
 h

直
接

散
布

さ
れ

た
葉

と
新

展
開

葉
を

保
護

す
る

。

中
程

度
の

散
布

カ
バ

ー
レ

ッ
ジ

で
も

問
題

な
い

。

導
管

移
行

す
る

原
体

は
、

求
頂

的
に

の
み

移
行

す
る

。

lo
w

h
ig

h

sc
al

e
 o

f 
th

e
 c

o
n
c
d
e
n
tr

at
io

n
 o

f 
th

e
 a

.i.

農
薬

原
体

の
諸

性
質

師
管

移
行

す
る

有
効

成
分

低
い

散
布

カ
バ

ー
レ

ッ
ジ

で
も

問
題

な
い

。

師
管

移
行

す
る

原
体

は
、

求
頂

的
お

よ
び

求
基

的
両

方
向

に
移

行
す

る
。

全
身

へ
の

移
行

が
期

待
さ

れ
る

。

1
6
8
 h

9
6
 h

4
8
 h

A
p
p
lic

at
io

n

lo
w

h
ig

h

sc
al

e
 o

f 
th

e
 c

o
n
c
d
e
n
tr

at
io

n
 o

f 
th

e
 a

.i.

G
oo

d 
SC

 fo
rm

ul
at

io
n

Po
or

 S
C

 fo
rm

ul
at

io
n

製
剤

の
品

質

フ
ロ

ア
ブ

ル
製

剤
の

例

薬
剤

混
用

に
よ

る
影

響

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ズ

ム
薬

害

製
剤

の
結

晶
化

環
境

負
荷

増

17
18

19
20
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散
布

機
の

選
定

が
カ

ギ
！

T
im

in
g

散
布

機
の

選
定

●
適

切
な

散
布

水
量

と
水

滴
サ

イ
ズ

に
合

わ
せ

、
吐

出
量

を
基

準
に

し
て

、
散

布
機

を
選

定
す

る

-
定

植
密

度
と

散
布

部
位

に
応

じ
て

、
散

布
水

量
を

調
整

す
る

-
滴

り
落

ち
る

程
の

散
布

は
避

け
る

-
均

一
な

散
布

-
十

分
な

植
物

体
内

へ
の

薬
剤

の
浸

達

-
ド

リ
フ

ト
の

抑
制

吐
出

量
の

測
定

基
本

確
認

事
項

●
吐

出
量

の
目

標
値

を
設

定

●
常

に
き

れ
い

な
水

の
使

用

●
散

布
機

洗
浄

●
散

布
機

の
機

能
を

確
認

●
散

布
機

の
日

々
の

調
整

●
圃

場
で

の
吐

出
速

度
把

握

●
吐

出
流

量
の

把
握

●
吐

出
詳

細
の

記
録

M
et

ho
d 

To
 in

cr
ea

se
 th

e 
sp

ra
y 

vo
lu

m
e 

M
et

ho
d 

To
 re

du
ce

 th
e 

sp
ra

y 
vo

lu
m

e 
 

la
rg

er
 n

oz
zl

e 
 

hi
gh

er
 p

re
ss

ur
e 

 
lo

w
er

 fo
rw

ar
d 

sp
ee

d 
 

 
sm

al
le

r n
oz

zl
e 

 
lo

w
er

 p
re

ss
ur

e 
 

hi
gh

er
 fo

rw
ar

d 
sp

ee
d 

 
 

散
布

水
量

の
調

整

作
物

の
種

類
と

そ
の

サ
イ

ズ

化
合

物
の

作
用

性

ラ
ベ

ル
記

載
内

容
の

順
守

21
22

23
24
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適
切

な
カ

バ
ー

レ
ッ

ジ

G
oo

d

N
ot

 u
ni

fo
rm

Ex
ce

ss
iv

e 
–

ru
n 

of
f

∵
散

布
水

量
増

加
は

、
薬

液
の

植
物

体
へ

の
カ

バ
ー

レ
ッ

ジ
に

は
役

立
つ

が
、

液
は

滴
り

、
有

効
成

分
の

流
亡

に
つ

な
が

る
。

滴
り

落
ち

る
程

の
過

剰
散

布
例

滴
り

落
ち

る
程

の
散

布
は

避
け

る

22
 o

f 4
2

不
均

一
で

拙
い

散
布

例

適
切

な
散

布
量

で
処

理
で

き
る

よ
う

に
、

ノ
ズ

ル
タ

イ
プ

を
選

定
す

る
必

要
が

あ
る

。

過
剰

量
散

布
が

薬
害

を
引

き
起

こ
す

場
合

も
ノ

ズ
ル

タ
イ

プ
の

選
択

（
防

除
対

象
作

物
、

病
害

虫
ま

た
は

草
種

、
薬

剤
特

性
を

考
慮

し
て

）

●
色

々
あ

り
ま

す
。

さ
ぁ

、
ど

れ
を

選
び

ま
す

か
？

...

25
26

27
28
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一
般

的
な

ノ
ズ

ル
タ

イ
プ

P
ic

tu
re

s:
 S

S
C

O

Fl
at

 F
an

, S
ta

nd
ar

d

H
ol

lo
w

 C
on

e,
 S

ta
nd

ar
d

D
ef

le
ct

or
, S

ta
nd

ar
d

D
ef

le
ct

or
, P

re
-o

rif
ic

e

Fl
at

 F
an

, A
ir-

in
du

ct
io

n

Tw
in

 fa
n 

de
fle

ct
or

, P
re

-o
rif

ic
e Ex

am
pl

e 
A

pp
ea

ra
nc

e
Sp

ra
y 

Pa
tte

rn
C

ro
ss

 S
ec

tio
n

ノ
ズ

ル
タ

イ
プ

と
水

滴
サ

イ
ズ

Fl
at

 F
an

H
ol

lo
w

 C
on

e

Lo
w

 D
rif

t F
la

t F
an

A
ir 

In
du

ct
io

n

水
滴

サ
イ

ズ
は

以
下

の
要

因
で

左
右

さ
れ

る

•
散

布
液

（
水

, 
農

薬
成

分
お

よ
び

展
着

剤
）

•
圧

力
•

ノ
ズ

ル
タ

イ
プ

と
そ

の
サ

イ
ズ

Ve
ry

 fi
ne

Fi
ne

M
ed

iu
m

C
oa

rs
e

Ve
ry

 c
oa

rs
e

E
xt

re
m

el
y 

R
is

k 
of

 lo
ss

es
 d

ue
 to

 d
rif

t
co

ar
se

散
布

の
質

に
関

連

A
p
p
lic

at
io

n

P
ro

d
u
c
t

特
性

の
異

な
る

ノ
ズ

ル
は

、
散

布
パ

タ
ー

ン
に

影
響

す
る

。

こ
れ

ら
4
種

の
ノ

ズ
ル

は
、

同
じ

圧
力

、
流

量
で

散
布

さ
れ

た
が

、
そ

の
水

滴
の

付
着

に
は

こ
れ

ほ
ど

の
違

い
が

出
る

。

H
o
llo

w
 C

o
n
e
  

  
  

  
  

F
la

t 
F
an

L
o
w

 D
ri
ft

 F
la

t 
F
an

  
  

  
A

ir
 I
n
d
u
c
ti
o
n

A
pp

lic
at

io
n-

Te
ch

no
lo

gy
-2

00
7

ノ
ズ

ル
–

IS
O

 カ
ラ

ー
コ

ー
ド

29
30

31
32
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ノ
ズ

ル
命

名
法

●
E

xa
m

pl
e:

 fl
at

 fa
n 

no
zz

le
 fr

om
 S

pr
ay

in
g 

S
ys

te
m

s.

B
ra

nd
(V

 =
 p

ro
du

ce
r‘s

 
de

fin
iti

on
 o

f c
ol

ou
r 

co
de

 
S

 =
 m

at
er

ia
l)

04
 =

 0
.4

 g
al

/m
in

at
 2

.8
1 

ba
r

(o
r 1

.5
1 

l/m
in

)

N
oz

zl
e-

ty
pe

(p
ro

du
ce

r‘s
 

de
fin

iti
on

)

11
0°

S
pr

ay
-a

ng
le

本
日

の
内

容

1
.

海
外

の
薬

剤
散

布
事

情
と

比
較

し
た

、
国

内
の

散
布

事
情

の
特

徴

2
.

最
適

な
薬

剤
散

布
水

量
お

よ
び

方
法

（
海

外
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
）

3
.

将
来

の
農

業
生

産
に

寄
与

す
る

薬
剤

散
布

事
例

4
.

今
後

の
薬

剤
施

用
に

お
け

る
課

題

将
来

の
病

害
虫

防
除

に
お

け
る

課
題

●
大
規
模
農
業
へ
の
対
応

●
難
防
除
病
害
虫
へ
の
対
応

●
省
力
化
・
効
率
化
対
策

●
農
作
物
の
輸
出
促
進
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
対
応

●
消
費
者
不
安
の
解
消

（
食
の
安
全
、
環
境
負
荷
低
減
、
作
業
者
暴
露
回
避
）

●
薬
剤
抵
抗
性
発
達
回
避

●
使
用
可
能
な
農
薬
数
の
漸
減
へ
の
対
応

イ
ン

フ
ァ

ロ
ー

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

/
 イ

ギ
リ

ス
で

普
及

対
象

病
害

の
特

性
に

合
わ

せ
た

少
水

量
散

布
技

術
で

大
規

模
営

農
に

も
寄

与

●
英

国
全

体
1
2
2
,0

0
0
h
a 

x 
(9

0
%
が

生
食

・
加

工
) 

=
 1

0
0
,0

0
0
 h

aが
主

た
る

対
象

面
積

用
途

栽
培

面
積

要
防

除
面

積
イ

ン
フ

ァ
ロ

ー
使

用
面

積
普

及
率

生
食

55
,0

00
ha

60
%

25
,0

00
ha

約
75

%
加
工

45
,0

00
ha

60
%

5,
00

0h
a

約
20

%

英
国

で
は

、
9
0
-
9
5
%
の

生
産

者
が

本
技

術
の

有
用

性
を

理
解

し
て

い
る

•
外

観
を

重
視

す
る

生
食

用
が

先
行

•
粉

砕
す

る
（
マ

ッ
シ

ュ
ポ

テ
ト

や
ポ

タ
ー

ジ
ュ

用
）
分

野
は

優
先

度
が

低
い

•
ポ

テ
ト

チ
ッ

プ
用

に
は

、
需

要
が

あ
り

普
及

し
て

い
る

33
34

35
36
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処
理

範
囲

効
果

範
囲


種

い
も

周
辺

の
土

壌
を

消
毒

。


根

域
に

拡
が

り
浸

透
移

行
し

て
植

物
体

全
体

を
保

護

イ
ン

フ
ァ

ロ
ー

処
理

の
イ

メ
ー

ジ
図

土
壌

由
来

の
黒

あ
ざ

病
や

銀
か

病
か

ら
塊

茎
を

守
る

⇒
品

質
や

収
益

性
の

向
上

！
規

格
内

収
量

の
最

大
化

銀
か

病

•
多

く
の

場
合

、
貯

蔵
中

に
発

生

•
水

に
浸

す
と

銀
色

に
反

射

•
ポ

テ
ト

チ
ッ

プ
ス

に
加

工
す

る
と

縁
が

焦
げ

、
中

も
褐

変
。

発
生

が
ひ

ど
い

い
も

は
廃

棄
さ

れ
る

ス
ト

ロ
ン

が
消

失
し

た
り

、
伸

び
な

い
ま

ま
気

中
塊

茎
を

形
成

黒
あ

ざ
病

•
種

子
消

毒
で

は
、

土
壌

由
来

の
黒

あ
ざ

病
に

は
効

果
な

し

•
幼

茎
や

ス
ト

ロ
ン

が
侵

さ
れ

る
と

減
収

し
た

り
、

緑
化

い
も

が
増

え
、

品
質

が
低

下
す

る
収

穫
し

た
イ

モ

（
菌

核
が

多
数

付
着

）

防
除

が
期

待
さ

れ
る

土
壌

病
害

水
に

濡
ら

す
と

銀
色

に
反

射
チ

ッ
プ

ス
は

縁
が

焦
げ

、
中

も
渇

変

発
病

調
査

/
 黒

あ
ざ

病

抜
き

取
っ

た
茎

（
処

理
区

、
慣

行
）

洗
浄

し
た

後
の

塊
茎

（
処

理
区

、
慣

行
）

イ
ン

フ
ァ

ロ
ー

処
理

イ
ラ

ス
ト

図

薬
剤

処
理

量
：

20
0 

L/
ha

散
布

巾
：

15
-2

0 
cm

37
38

39
40



─ 61─

海
外

で
の

生
産

性
向

上
を

目
指

し
た

防
除

技
術

の
研

究
動

向

●
よ

り
少

水
量

へ
（
3
0
 L

/
h
a、

ブ
ラ

ジ
ル

で
の

事
例

）

●
散

布
速

度
加

速
（
3
0
 k

m
/
h
）

●
精

密
農

業
（
ス

マ
ー

ト
農

業
）

-
自

動
ブ

ー
ム

高
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
-

自
動

操
縦

機
能

-
自

動
ブ

ー
ム

防
除

対
象

認
識

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

-
処

理
濃

度
調

整
機

能

●
ド

ロ
ー

ン
や

無
人

へ
リ

で
の

薬
剤

処
理

本
日

の
内

容

1
.

海
外

の
薬

剤
散

布
事

情
と

比
較

し
た

、
国

内
の

散
布

事
情

の
特

徴

2
.

最
適

な
薬

剤
散

布
水

量
お

よ
び

方
法

（
海

外
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
）

3
.

将
来

の
農

業
生

産
に

寄
与

す
る

薬
剤

散
布

事
例

4
.

今
後

の
薬

剤
施

用
に

お
け

る
課

題

フ
ー

ド
チ

ェ
ー

ン

一
般

消
費

者

指
導

・
管

理
機

関
お

よ
び

防
除

関
連

メ
ー

カ
ー

農
業

生
産

者

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
イ

ン
の

発
想

で

日
本

農
業

の
維

持
・
発

展

薬
剤

施
用

に
お

け
る

今
後

の
課

題
の

ま
と

め

●
指

導
・
管

理
機

関
：

農
薬

登
録

制
度

の
G

lo
b
al

 

S
ta

n
d
ar

d
と

の
調

和
(イ

ン
ポ

ー
ト

ト
レ

ラ
ン

ス
、

残
留

基
準

値
）

●
防

除
関

連
機

関
：

大
規

模
営

農
へ

の
技

術
対

応

（
効

率
的

で
安

全
な

防
除

方
法

）

適
切

な
薬

剤
抵

抗
性

回
避

対
策

【
基

本
は

助
け

合
い

】

各
関

係
機

関
の

ヨ
コ

の

協
力

体
制

構
築

が
鍵

に
な

る

「
オ

ラ
ン

ダ
で

は
、

農
家

は
他

の

農
家

を
ラ

イ
バ

ル
と

は
思

っ
て

い

な
い

」

（
オ

ラ
ン

ダ
経

済
省

農
業

担
当

者
）

（
2
0
1
7
.6

.5
日

本
農

業
新

聞
）

41
42

43
44
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国
内

で
の

新
た

な
散

布
方

法
の

研
究

例

2
0
1
7
.0

5
.2

5

日
本

農
業

新
聞

2
0
1
7
.0

6
.0

7

日
本

農
業

新
聞

国
内

で
の

新
た

な
試

み

20
17

.0
7.

27

化
学

工
業
日

報

『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

た
ら
し
め
る
も
の
は
、

科
学
や
技
術
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

経
済
や
社
会
に
も
た
ら
す
変
化
で
あ
る
』

ピ
ー

タ
ー

・
ド

ラ
ッ

カ
ー

「
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ー

基
本

と
原

則
」

ご
清

聴
有

難
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

S
pe

ci
al

 th
an

ks
 to

 G
ra

ha
m

 S
an

de
rs

on
 a

nd
 R

on
al

d 
W

oh
lh

au
se

r 
(S

yn
ge

nt
a 

G
lo

ba
l A

pp
lic

at
io

n 
Te

ch
no

lo
gy

) f
or

 th
e 

pr
es

en
ta

tio
n 

m
at

er
ia

ls
.

45
46

47
48
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